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序

この報告書は,島根県教育委員会が島根県土木部から委託を受けて,

平成 3・ 4年度に実施した一般県道市木井原線道路改良工事に伴う埋蔵

文化財発掘調査の成果をまとめたものです。

調査は,邑智郡石見町矢上の父ケ平遺跡,同瑞穂町市木の中ノ原遺跡 ,

タタラ山第 1・ 第 2遺跡につぃて実施し,鉄作りに関係する遺構を検出

しました。特に,中ノ原遺跡・ タタラ山第 1遺跡には、製鉄炉とそれに

関連する遺構,そ して,鉄作りの過程で生じた様々な遺物が残されてい

ました。

いずれも,かつて石見山間部を含めた中国山地で盛んに行われていた

「たたら吹き製鉄」の歴史を明らかにすることができる貴重な資料と考

えられます。

本書は,製鉄遺跡を通して地域の歴史を考えていくうえで,ま た、私

達の身のまわりに残されている多くの文化財に対する理解への手がかり

として,多少なりとも役立てば幸いと思います。

なお,発掘調査おょび本書の刊行にあたってご協力を頂いた,島根県

土木部ならびに関係者各位に厚 く御礼申し上げます。

平 成 5年 3月

島根県教育委員会

教育長 坂 本 和 男
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1 本書は,島根県教育員会が,島根県土木部道路課から委託を受けて1991(平成 3)年度と1992

(平成 4)年度の 2ケ年にわたって,実施した,一般県道市木井原線道路改良工事に伴う埋蔵文

化財発掘調査の報告書である。

2.調査は次の組織で行った。

1991(平成 3)年度

事 務 局 目次理雄 (文化課長),藤原義光 (課長補佐),勝部 昭 (同 ),高橋 研 (文化

係長),田部利夫 (島根県教育文化財団嘱託),

調 査 員 松本岩雄 (文化課埋蔵文化財第 3係長),足立克己 (同主事),角田徳幸 (同 )間

野大丞 (同 ),池淵高史 (同臨時職員),熊原一二三 (同 ),永瀬仲二 (教諭兼主

事),森山敏広 (同 )

1992(平成 4)年度

事 務 局 目次理雄 (文化課長),山根成二 (課長補佐),勝部 昭 (埋蔵文化財調査センタ

ー長),久家儀夫 (課長補佐),工藤直樹 (企画調整係主事),有田賃 (島根県教

育文化財団嘱託 )

調 査 員 西尾克己 (埋蔵文化財調査センター調査第 3係長),間野大丞 (同主事),川上昭

― (同臨時職員),熊原一二三 (同 ),中村陵子 (同 )

調査指導者 田中義昭 (島根大学法文学部教授),河瀬正利 (広島大学文学部助教授),穴澤義

功 (たたら研究会委員)大澤正己 (新 日本製鉄八幡製鉄所),吉川 正 (島根県

文化財保護指導委員),杉原清― (同 ),伊藤晴明 (島根大学理学部教授),時枝

克安 (同助教授),長友恒人 (奈良教育大学助教授),江幡栄一 (日本ア/ソ トー

プ協会 。年代測定分析室 )

3.発掘調査にあたっては,石見町教育委員会 。瑞穂町教育委員会からご協力を賜り,ま た,調査

には石見町矢上,瑞穂町市木の方々に従事して頂いた。

4.挿図中の方位は,国土調査法による第Ⅲ座標系X軸の方向を指す。

5.遺物の実測・整理等は、間野 。川上 。中村の他、家塚英詞,勝部智明,久米基,増野晋次,田

浪文雄 (以上,島根大学学生)が行い、奥田美穂子,加藤往子,金津まり子,金坂恵美子,来海

順子,黒田久仁子,古藤久子,佐々木孝子,佐藤綾子,立脇由美,吉田典子の協力を得た。

6.遺物写真は広江耕史 (調査第 3係主事)力 撮ゝ影 した。本書の執筆は,調査担当者が協議して行

い,編集は文化課職員の協力を得て,間野が行った。

7.本遺跡出土遺物及び実測図 。写真は島根県埋蔵文化財調査センターで保管している。
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第 1章 調 査

一般県道市木井原線道路改良工事は,中国横断道広島浜田線 (平成 3年 12月 17日 より供用開始 )

の瑞穂インターチェンジヘのアクセス道路として計画されたものである。

このことについては,1989(平成元)年に島根県土木部道路課より埋蔵文化財についての照会が

あり,県教育委員会で同年10～ 11月 に分布調査を実施したところ,邑智郡石見町矢上に鉄滓の散布

地 (父ケ平遺跡)が ,同瑞穂町狽」で製鉄遺跡 2ケ所 (中ノ原遺跡・ タタラ山第 1遺跡)および鉄津

散布地 1ケ所 (タ タラ山第 2遺跡),積石塚状古墓 (中ノ原古墓)1ケ所が存在することが確認さ

れた。また, このほかに鉄穴流し跡の密集する地域が 5ケ所存在することがわかった。この結果を

受けて,道路課と文化課は遺跡の取り扱いについて協議を行い,工事用道路の予定地内にあたる中

ノ原古墓については計画を変更することとし,他の 4遺跡については,1991(平 成 3)年度に発掘

調査を実施することとした。また,鉄穴流し跡については,平成 2年度に図面を作成した。

石見町矢上の父ケ平遺跡は,平成 3年 5月 7日 から6月 29日 まで調査を実施した。調査前に鉄津

が採集されていたことから,製鉄関連の遺構の存在が想定されていた。しかし,調査の結果,製鉄

炉等の遺構は存在しなかったが,製鉄に関わる遺構といえる砂鉄採取に関連する池 2基および炭窯

跡 1基を検出した。

中ノ原遺跡は,平成 3年 7月 1日 から■月22日 まで実施し,中世のものと思われる製鉄炉および

関連する遺構,砂鉄 。鉄塊系遺物・鉄滓・炉壁が大量に出上した。出土遺物については,調査区全

体に設定した 2mグリッドごとに,作業場の一部については25cmのメッシュごとに採集し,強力磁

石による選別の後,表面観察による分類を行った。

タタラ山第 2遺跡は, 7ケ所に調査区を設定して確認調査を実施し,■月25日 から12月 26日 まで

調査を要した。その結果,当初考えられていた製鉄炉等は検出されず,近世以降のものと思われる

灰窯跡 1基他を検出した。この庚窯跡とタタラ山第 1遺跡については,平成 4年度に調査を行うこ

ととした。

タタラ山第 1遺跡は,平成 4年 4月 20日 から同年 9月 6日 まで調査を実施し,製鉄炉跡 1基およ

び灰窯跡 3基を検出した。製鉄炉の地下構造は本床状遺構と小舟状遺構をもち,更に,その地下に

炉壁を列状に並べるという「近世旨題たたら」における「床釣 り構造」に通ずる構造を備えたもの

であった。遺物については,中ノ原遺跡と同様に 2mグ リッドで採集した。

3基の灰窯跡およびタタラ第 2遺跡の灰窯跡は,いずれも,いわゆる半地下式構造のもので,天

井部はコウ掛けしたものと考えられる。時期を決定する資料は出土していない。

経の
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第 2章 位 置 と 環 境

邑智郡瑞穂町市木と邑智郡石見町井原を結が県道市木井原線は,中国横断自動車道広島浜田線の

アクセス道として計画されたものである。このたび報告する各遺跡はこの県道市木井原線の新設予

定地内に所在 していることから調査が行われたもので,父ケ平遺跡は邑智郡石見町矢上に,中ノ原

遺跡,タ タラ山第 1・ 第 2遺跡は邑智郡瑞穂町市木に所在している。このちょうど中間には両町の

境界をなす原山 (883.3m)が答えており,父ケ平遺跡は原山の北側山麓に,中ノ原遺跡・ タタラ

山第 1・ 第 2遺跡は南側の斜面に位置している。この場所は島根県の東西のはぼ中央部,やや広島

県境に近い場所に当たる。

この一帯は「中国太郎」とも呼ばれる江の川の水系に属するが,細かく見れば石見町矢上は濁川

の上流域に当たり,瑞穂町市木は八戸川の上流域となる。また,原山から西に流れる高水川は瑞穂

町の中心部を貫流する出羽川に注いでいる。

濁川上流域・ 出羽川上流域はそれぞれ石見町・瑞穂町の中心をなす於保地盆地
。出羽盆地を形成

し,平地の少ない石見山間部にあっては比較的恵まれた水田地帯となっており,その盆地内には大

規模な集落跡や古墳群が分布し,遺跡の密集地域として知られている。

於保地盆地の南側最奥部に位置する原山は,その北側斜面は房風状にその急峻な山肌を見せてい

るが,山麓はなだらかな丘陵地帯となっている。父ケ平遺跡はこの原山北側山麓に広がる丘陵の斜

面から谷の部分にかけて所在する遺跡である。

邑智郡の中でもこの原山の中腹から山麓の丘陵一帯にかけては,瑞穂町を貫流する出羽川右岸の

丘陵一帯と共に近世の鉄穴流しの最も盛んに行われた場所であって,尾根は大きく削り取られ,丘

陵はいたる所でずたずたに切断されている。場所によっては本来は谷であった所が現在は尾根とな

っているほどであって,元の地形を想定することも困難な状況である。鉄穴流しの水路や池・切羽

・砂鉄の洗い場 。作業小屋と思われる径5～6mの円形に石を積み lヶ所に出入口を設けた施設など

もいたるところに残されている。

原山北側での鉄穴流しは原山中腹,標高460～470mあたりより高い場所ではほとんど行われてい

ない。これは鉄穴流しのための水源として出羽川水系の高水川の水が利用されたことによるものと

思われる。邑南広域農道のいこいの村 トンネル近くで 2ヶ 所尾根が大きく掘り込まれているが,こ

こから高水川の水が矢上側に落されていたようである。

このように近世の鉄穴流しにより大きく地形が変えられていることもあって,比較的立地条件に

恵まれているにもかかわらずこの付近での集落跡・古墳などの古代遺跡の分布ははとんど知られて

いない。わずかに大原遺跡⑩ 。小掛谷遺跡①・香木の森遺跡⑫の 3ヶ所が知られているのみである。

-3-
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2.中 ノ原遺跡

3.タタラ山第 2遺跡

4.タ タラ山第 1遺跡

5.小深山炉跡

6.萩原 1号炉跡
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11.小掛谷遺跡

12.香木の森遺跡

13.大野 1号領跡

14.大野 2号領跡

15.大野 3号舒跡

16.大野 4号領跡

17.大野 5号炉跡

18.大野大鍛冶屋跡

19.大野 6号飯跡

A～ E 鉄穴流し密集地域

△ 野錆・製鉄遺構
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遺跡の多くは鉄穴流しにより破壊されているか,あ るいは鉄穴流しの上砂の下に埋没されているも

のと思われる。

小掛谷遺跡は丘陵端部の緩斜面に位置しており,黒躍石の原石・細片,胎土に繊維を含む土器片

が採集されている。縄文時代早期,前期の小規模な遺跡と考えられる。

大原遺跡ではゴルフ場建設計画にともなう製鉄関係遺跡の調査の際,少量の縄文土器・土師器が

出土している。縄文時代中期及び古墳時代後期～奈良時代ころの小規模な集落が存在したものと考

えられるが,その詳細は不明である。

香木の森遺跡は公園造成工事にともない少量の上師器片が出土したことにより遺跡であることが

知られたものである。小規模な集落跡であると思われる。

この原山北側の地域で,特に注目されるべき遺跡として製鉄関係の遺跡群がある。現在この原山

の北側丘陵地ではゴルフ場の造成が計画されており,こ れにともなう事前の埋蔵文化財分布調査や

石見町教育委員会による町内遺跡分布調査などにより,その分布状況がかなり明らかになりつつあ

り,今のところ13ヶ 所の製鉄関係の遺跡が発見されている。

13ヶ所の製鉄遺跡のうち原製鉄遺跡⑤は出上している鉄滓から大鍛冶屋跡あるいは野鍛冶跡の可

能性も考えられるが,他はすべて炉跡である。そのうち原山炉跡④・大原 2号餌跡② 。小深山炉跡

①は大規模な高殿炉と呼ばれるものである。特に,原山炉跡は大規模で,高殿部・金池・胴場 。砂

鉄置き場など山内の状況が良く残されている。鉄滓も大量に積み上げられており,かなり長い期間

操業が行われていたことを示している。そのほかの炉跡は,山腹斜面あるいは山麓の緩斜面を「 L」

字にカットし,小さな平坦面を造成して営まれたものである。平坦面の広さは大きいもので13m×

10m程度,小さなものは10m× 6m程度であって,鉄滓の量もさほど多くはなく,小規模・短期間

に営まれた餌跡と思われる。

原山の南側斜面は,八戸川の支流である麦尾川 。大野川・滝が谷川などにより深 く侵食され険し

い山岳地形となっている。今回調査された中ノ原製鉄遺跡・ タタラ山第 1製鉄遺跡は大野川の流域

に分布しており,中ノ原製鉄遺跡は大野川の小さな支谷の比高70mの尾根に近い山腹斜面に,タ タ

ラ山製鉄遺跡は大野川に面した比高100mの 山腹斜面に立地している。

中ノ原製鉄遺跡・ タタラ山第 1製鉄遺跡の属する瑞穂町市木地区は,古 くから陰陽の交通の要衝

であって,近世には本陣も置かれ,宿場町として栄えた地域である。

この地域では古墳・集落跡などの古代の遺跡はほとんど知られていなかったが,中国横断自動車

道広島浜田線の建設に伴う遺跡分布調査やその用地内の発掘調査により,旧石器時代後期・ 縄文時

代早期～前期・弥生時代前期～古墳時代後期の遺構や遺物が発見されており,こ の地域の古代社会

の様相がしだいに明らかになりつつある。しかし,中ノ原製鉄遺跡, タタラ山第 1・ 第 2製鉄遺跡
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の分布する八戸川右岸ではこうした遺跡は今のところほとんど知られていない。この地域にある遺

跡のほとんどは製鉄関係の遺跡であって,麦尾川流域で12ヶ所 。大野川流域で 9ヶ所 。滝が谷川流

域で 6ヶ所が知られている。このうち大鍛冶屋跡が lヶ所で,他はすべて炉跡である。炉跡のうち

確実に高殿形式の炉跡といえるものは5ヶ所であり,性格が不明のものが lヶ 所,その他はいずれ

も中小規模の炉跡である。

中ノ原製鉄遺跡 。タタラ山第 1・ 第 2製鉄遺跡の所在する大野川流域には8ヶ所の炉跡が分布し

ているが,そのうち大野 2号炉跡⑫ 。大野 5号炉跡⑫は高殿炉である。

大野 2号炉跡は谷川よりの比高4mほ どの山麓平地に立地しており,一部林道により破壊されて

いるが高殿部・金池の一部・数段の削平地を確認でき,折の山内は比較的良く残されている。高殿

部は10m四方の広さがあり,周囲は石垣が積まれ一段高くなっている。石垣の部分には小舟の口が

露出しており, これを覆うように板状の石が置かれていることから小舟の焚き口であろうと思われ

る。

大野 5号炉跡は谷川からの比高20mの 山麓緩斜面に立地している。後世に耕地化され,金池の一

部などが破壊されているが,高殿部や周辺の削平地などは良く残されている。高殿部の後方には大

きな溝が掘られ,山側と切り離されている。この溝は山内の半分程度を廻っていたものと思われる。

高殿部の周囲には石垣が積まれ,一段高くなっており,その中央あたりには長さ2m,幅 lmほ ど

の浅い凹みがみられる。その凹みに沿って 2本の小舟が認められ,その一本は石垣部分まで伸びて

いる。

この大野 5号炉跡の谷川をはさんだ反対側の山麓斜面⑮には小平地が造られており,鍛冶滓が認

められる。おそらく大野 5号炉跡に付属した大鍛冶屋の跡⑬と思われる。このことからこの大野 5

号炉跡では銑押法による製鉄が行われていた可能性が強い。

大野 1号・ 4号・ 6号炉跡はいずれも山腹急斜面を「 L」 字にカットし造られた小平地に営まれ

た小規模な領跡である。その平坦面の広さは10～ 15m× 6～8m程度である。

原山周辺の遺跡分布図 (第 2図)に示したとおり,こ の一帯は製鉄関係遺跡の密集している地域

であるが,こ の邑智郡の南部ではごく普通の分布状況であるともいえる。町内遺跡分布調査の終了

した瑞穂町では303ヶ所,現在遺跡分布調査の行われている石見町では104ヶ 所の製鉄関係遺跡が発

見されている。しかし,未踏査部分の面積から推定すれば,現在知られている遺跡数は全体の半数

以下であろうと思われ,邑智郡の南部地域は全国的に見ても製鉄関係の遺跡の分布密度の最も高い

地域であると言えよう。

これらの製鉄遺跡のうち,高殿炉であることが確実なものは瑞穂町で102ヶ所・石見町で31ヶ 所

であり,大鍛冶屋跡が瑞穂町で22ヶ 所知られているものの,残 りのほとんどはこの原山周辺に見ら
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れるような小規模な炉跡である。

高殿炉跡と小規模な炉跡ではその規模や立地に大きな違いが認められる。高殿炉は谷の合流点近

くの比較的広い緩斜面に立地するものが多く,少なくとも10004r以 上の規模であって,極めて多量

の鉄滓がみられるが,小規模な炉は山腹斜面に立地するものが多い。規模もせいぜい1004f程度の

ものであり,鉄滓の量もさほど多くはない。

近世後半～明治時代には全国の生産量の90%の鉄が中国山地一帯で生産されていたといわれる。

これは多量の砂鉄を採取する鉄穴流し法の普及,炉の防湿や保温のための地下構造の改良,強力な

送風装置としての天秤輔 の普及により,多量の鉄を生産することが可能となったからである。原

山炉跡,大野 2・ 5号炉跡はこうした時期の製鉄遺跡であると思われる。

石見地域では近世高殿炉跡の調査例はほとんどなく,その地下構造などの詳細は不明であるが,

福原炉跡 (石見町日貫)では昭和58年の集中豪雨災害により跡坪部が露出し,その地下構造の一端

を知ることができた。この福原炉跡では本床両脇やその下に上小舟・脇小舟・下小舟の 3対 6本の

小舟が見られた。このような例は吠谷炉跡 (瑞穂町上亀谷)で も確認されている。また,表面から

の観察ではあるが,本床の両側に 2対の小舟のみられる例は,芦谷炉跡 (瑞穂町市木),大金谷炉

跡 (瑞穂町上亀谷),官の谷炉跡 (桜江町市山)な どで見ることができる。こうした事例から福原

炉跡に見られるような 3対 6本の小舟を持つ構造のものがこの地域での一般的なものであったと考

えられる。

こうした高殿炉での製鉄法には鉾押と銑押とがあった。鉾押法は炉の底に鉄の塊 (鉾)を作る直

接法であり,銑押法は一旦銑を作り,それを大鍛冶屋で加熱脱戊することにより錬鉄を作る間接法

である。この地域では炉跡 (高殿)に比べて大鍛冶屋跡の分布がかなり少ないことから釦押法が多

かったものと考えられている。

山腹斜面に立地する小規模な炉跡は,こ のような大規模な高殿鋼の普及する以前の領跡と考えら

れる。これは一般的に野炉と呼ばれている。

中国横断自動車道広島浜田線の建設工事に伴って調査された今佐屋山遺跡 I区 (瑞穂町市木)で

は,古墳時代後期 (6世紀後半頃)の製鉄遺跡が発見されており,この時期にはすでにこの地域で

小規模な製鉄が始められていたことが明らかにされている。また,今佐屋山遺跡Ⅱ区で4.8m× 1.5

mの大きさで粉炭を敷きつめた,比較的大型で単純な地下構造をもつ製鉄遺跡が発見されている。

この遺跡は熱残留磁気の測定結果から古代末期のものと考えられており,こ の時期にはすでに本格

的な鉄の生産が行われていたことが知られる。

また,広島大学考古学研究室により調査された下稲迫遺跡 (瑞穂町上田所)・ 清造山遺跡 (瑞穂

町上田所)では,約 4m× 15mの炉廉の両側に幅約70cmほ どの溝が設けられ,炉床下部構造がよ
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り発達したものとなっている。この両側の溝は炉床の防湿・保温のための施設と考えられ,近世の

小舟の前身であると思われる。これらについては他の地域の調査例から中世のころのものと考えら

れている。

邑智郡の南部地域で発見されている小規模な炉跡の多くは,その立地条件や規模 。平坦面の中央

に小さな高まりが見られるなど下稲迫遺跡に共通するものが多く,そのほとんどは中世のころのも

のと考えられるが,一部は古代にまで遡るものも含まれている可能性も考えられる。

鎌倉時代の後半には「出羽直綱」に代表される刀鍛冶により,「出羽刀」が作られているが, こ

れはこうした小規模な餌によって,こ の時期には鉄が盛んに生産されており,その品質が優れてい

たことによるものであろう。

近世の「出羽銅」は品質の優れたものとして知られているが,その成立には古代末以降の長い期

間にわたる技術の蓄積があったものと思われる。

邑智郡の南部地域は製鉄関係遺跡の分布密度や近世における技術の高さ・品質の優れていること

など,我が国における製鉄の中心地域の 1つであり,製鉄技術史を探るうえで重要な地域であると

いえるが,その詳細はほとんど知られていない。今後の課題である。

(島根県文化財保護指導員 吉川 正)
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第 3章 父 ク 平 遺 跡

第 1節 調査の概要
遺跡は邑智郡石見町矢上宇父ケ平に所在 し,於保地盆地の西端,原山 (標高888.3m)山麓の北

東に延びる丘陵の谷奥斜面に位置する。水田からの比高差は20～ 30mで ,遺跡の東には濁川の支流

である荻原川が流れ,眼下には広大な矢上盆地を望むことができる。

また,遺跡調査と同年にあたる平成 3年 5月 にオープンした森林公園「香木の森」はこのわずか

西900mほ どに位置している。

調査は,鉄滓 (製錬滓)の採集されていた地点の他,表面観察で確認されたす鉄穴流しに関係す

ると思われる池跡 2基および 2本の鉄穴溝について実施した。また,調査途中で調査区の南端の崖

面で炭窯跡 1基を検出した。池は東西に並んで築かれており,南側を 1号池,北側を 2号池とした。

1号池の堤部分に設定した第 7調査区では,池からの排水の機能を果たしたと考えられる「木樋」

とそれより旧い段階の暗渠を検出した。土層観察からは,堤部分が握り拳大の観を椀状に盛り上げ

ただけの非常に簡易な形態のものとわかった。 2号堤は,東側に一抱え以上の石を積みあげて石垣

とし,その北端には暗渠が設けられていた。鉄穴溝については,調査の結果,新たに 3本を検出し,

合計 5本 (南から溝①～⑤)力 存ゝ在することがわかった。炭窯跡は斜面を断面「 L」 字形にカット

して築いた平坦面に等高線と平行に造られた半地下式構造のもので,奥壁中央には煙道が 1ケ所設

けられていた。池跡 。鉄穴溝・炭窯跡とも,時期を決定する遺物は出土していない。灰窯跡につい

ては,熱残留磁気年代測定分析及び出土木炭による放射性灰素年代測定分析を実施した。

第 2節 遺   構
1.調 査 区

調査前に鉄滓が採集されていた,予定地内北端のやや平坦な箇所に 2箇所 (第 1・ 第 2調査区)

の調査区を設定した。第 1調査区 (南北 5m20卿 ×東西 2m)か らは,調査の結果,遺構は検出さ

れなかったが,第 1～ 3層 の砂質土中から鉄滓が計3.2kg出上 した。鉄滓は,いずれも流出滓と考

えられる。

第 2調査区 (南北 5m40clll× 東西 2m)内 は,一抱え以上もある石が散在しており,鉄製錬に関

係する遺構は検出されなかった。第 3・ 4層中より鉄津1.5kgが 出土した。第 1調査区と同様にい

ずれも流出滓であった。

調査予定地内は,巨岩が多く散乱しており,ま た谷部にあたるため流水もおびただしく,製鉄炉

を築 くには不向きな立地といえる。その他の調査区からも鉄滓は出上しているが,いずれも鉄穴流
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しによって,上流の製鉄遺跡より流されてきたものと考えられる。

第 3調査区は,表面観察で 2号堤の北端から南北方向に延びている溝④を東西に横断する位置に

南北 l m60釦 ,東西 7m40伽で設定した。溝内には,黒色土が堆積しており,約 55cm掘 り下げたと

ころで溝の底面に至った。地山の東側斜面を加工しただけで,西側については明瞭な溝の方は認め

られなかった。旧地形にわずかに手を加えただけの溝といえる。

第 4調査区は, 2号堤跡のほぼ中央,石垣部分から南北方向に延びる溝を東西に横断する位置に

東西 6m,南北 lmで設定した。調査区は,溝および石垣の北側に東西 8m,南北 6mのやや平坦

な部分が認められたことから,溝を横断し,平坦面の隅に一部かかるように設定した。平坦な部分

には,地山上に 5層の粘質土層が堆積していた。清は,北側は地山を,南側では粘質土をカットし

て築かれていた。溝は,横断面の形が上開きのコ字形を呈している。幅は 3m70cm,深さは最も深

いところで lmを計測し,遺跡内で最大規模である。溝の底には真砂上が厚さ20cm前後堆積 し,そ

の上層には握り拳大からなる礫層がみられた。礫層は厚いところで50clllに も及が。この礫層中から

は,鉄滓が計252g出上している。これは,鉄穴流 しに伴って上流部より流されたものと考えられ

る。溝のつづきは, 2号池の底から検出されており,池の築造以前に掘られたことがわかる。この

ことについては, 2号池の項で詳しく記述する。

第 8調査区は, 2号堤の北端から東に向けて延びる溝④を東西に横断する位置に南北 l m 40cm,

東西 3m40clllで設定した。その後, 2号堤を調査 した際に,石組み暗渠が検出されたため,第 6調

査区を拡張し本調査区とつなげている。溝内には粘質土と砂質土が堆積し,ま た,一抱え以上もあ

る巨石が転落しており,溝の掘り方を検出するには至らなかった。

2.1号 池 跡

調査前の表面観察では,谷偵Jに対して北から南に円弧を描くように全長 6mにわたって堤を築き,

沢水を溜めるようになっており,調査時も浅 くではあるが,水をたたえていた。 1号池と2号池の

間は,低い土手状をなしていた。堤の北側斜面には握り拳大の礫が散在しており,堤はこのレキを

盛り上げたものである可能性が考えられた。また,こ の池跡に伴うと思われる溝等は認められなか

った。

調査は,堤を南北に横断する調査区 (第 7調査区)を設定し,堤部分の構築状況を調査すること

を目的とした。調査の途中で,調査区の東端にわずかに木樋の一部が顔を見せたため,調査区を東

側に拡張し,木樋を全面的に検出した。木樋を取 り上げるとその直下には,石組みの暗渠が築かれ

ていた。また,池の底には,鉄穴流しのよるものと思われる溝 (溝①)も掘り込まれていた。調査

区内は,流水および涌き水が著しく難渋したが,多 くの成果を得ることができた。
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第 3図 調査区設定図
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堤は鉄穴流しによって堆積したと思われる握り拳大の礫を,底面で幅 2m50clll,高 さ70clllに 断面

半円形に盛り上げて築いている。南壁では堤部分の礫層はかなり崩落しており,築造当初の形状を

留めていないが,現状で高さは92cmを計測する。堤の最頂部から池の底までは,最 も深いところで90

cm,北側からは l m 40cmを計測する。池には上層から暗灰色粘質土・黒色土 。暗灰黒色粘質上の順

に堆積していた。池の底の標高は334.8mを 計測し,西側にいくにしたがって高くなっている。ま

た調査区の南端からは,地山を掘り込んだ溝を検出した。溝は東西方向に延びており,掘 り方は北

偵」のみしか検出していないが,幅は l m60伽以上,深さは最も深いところで86cmを 計測する。溝内

には,粘質土と淡黄白色砂質土 (真砂土)が交互に堆積しており,真砂土の岩盤を切り崩し押し流

した「鉄穴流し」に伴うものと思われる。また,溝内には20clll角 の石が数個認められた。いずれも

表面が,かなり磨滅していたが,このうちの 1点には熱を受けた痕跡が観察できた。

木樋は溝に堆積した砂礫層の上に築かれており,溝 と同一方向に主軸をおいている。底面の標高

は基部で334.5m,先端で334.4mと わずかに先端部側に向けて傾きをもたせている。樋はマツの原

木を半分に切断し,その内面を断面U字形にくり抜いたもので,両端は山形に加工されていた。全

長は 3m35clll,幅は20～ 25clllを 計測し,先端が狭くなっている。樋の内狽]は ,丁寧に加工されてい

るが,外面,特に,底面は節を切り落しただけであった。内側には真砂土が充満し,完全に塞がっ

ていた。樋の上には, 5個以上の石 (西側端部にも載せられていたが,検出時に転落した)が蓋石

として置かれていた。蓋石は20卿角から大きいものでは80clll角 程度のものが用いられていた。蓋石

の下面から木樋の内面までは,わずか10clll程度しかない。

木樋の直下からは,全長約 4mにわたって石組みの暗渠が検出された。構造は,両脇に石を立て

並べたもので,主軸は樋と同じだが,わずかに「 く」の字に屈曲して東に延びている。使用されて

いる石は,長さ30～60cmほ どの自然石で,石の面は溝の内側に向けてそろえている。幅は内法で30

～50cmを計測する。

暗渠は木樋の直下に築かれており,木樋より旧い段階に造られ,機能していたことがわかる。当

初,石組みの暗渠から排水していたものが,鉄穴流しによって堆積した淡黄白色の真砂土により塞

がれ,所期の機能を果たさなくなったため,新たに木樋を排水に用いたものと思われる。

2.2号 池 跡

この池は 1号池の北側に近接して位置しており,堤部分の東側に石垣を積み上げた 1号池よりも

入念な構造のものである。石垣は,南北約 9m30clll,高 さは最も高いところで約 2m10clllを計測す

る。石垣はいずれも一抱え以上もある石を用いて, 5～ 6段に積み上げており,上面の標高は335.

7mを計測する。また,池の底からは,池の築造以前の鉄穴溝が 2本 (南から溝②・溝③)検出さ
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れた。いずれも,南北に平行して掘り込まれており,東側に向けて延びている。溝③内については,

底面まで発掘しえなかったが,粘質上の上層に深層が厚いところで50伽も堆積していた。この礫層

中からは,鉄滓 (流出滓)が 2k8出土している。溝③は,北側の断面が上開きの「コ」字形を呈し,

掘り方上面から,底面まで2m12cn,幅は上面で2m50clll,底面で90cmを計測する。底面からlm

の高さまで,粘質土と真砂上の砂層が交互に堆積している。石垣はこの上面から積み上げている。

このことから,池は 2つの鉄穴溝が埋没した後に築かれたことがわかる。また,溝③は,池の底を

東西に横断して掘り込まれているが,池の底では溝の底面および壁面は侵食され凹凸が著しくなっ

ており,水の勢いがかなり急なものであったことが窺える。堤の最も高いところから池の底までは,

64clllを 計測する。池のなかには厚さ10clll前後の砂質土と粘質上が交互に堆積している。堤部分につ

いては断ち割りを行ったが, 6月 の集中雨により石垣は崩れてしまい,同一ライン上で断面図を観

察・記録することができなくなった。堤の盛り上は,高さ60～ 80clllで あることが分かった。

0               2m

第 6図 木樋・石組み暗渠実測図 (中央は木樋取 り上げ後)
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石垣の北端からは,排水に使用していたと考えられる石組みの暗渠を検出した。地山を掘り込ん

で造った幅約 lm,深 さ約20clllの 溝の掘り方に沿って40× 20clll程度の板石を立て並べその上に蓋石

を架けていた。暗渠の手前は,池の底面を幅20～ 30cm,深 さ10～ 20cn,平面Ω字形に掘り込み,水

を導いていた。溝の断面はU字形を呈している。溝の底面から,蓋石の下面までの高さは30伽程度

であった。蓋石には,大きいもので80× 40clllほ どもあるものが用いられていた。暗渠は両側に立て

た石に蓋石を架けたもので,全長約 3m60clll,幅は内法で約40mを計測する。暗渠は東側に向けて

緩やかな弧を描きながら,鉄穴溝④へとつながっている。

4.炭 窯 跡

炭窯跡は,調査区南端の斜面に幅約 3m70clll,深 さ70clllの 範囲に木灰および「コウ」の層が観察

されたことから発見された。窯は斜面を断面「 L」 字形にカットして築いた平坦面に,等高線に平

行に築かれていた。窯体は,奥壁側は地山で,山側については,地山の掘り方に沿って石が立て並

べられていた。天丼部は残っていなかったが,窯内にコウが堆積していることからコウ掛けをした

半地下式構造の窯と考えられる。平面の形は,焚 き口部から奥壁 。煙道部に向けて広がる「琵琶形」

を呈している。現状では,焚き田部から奥壁まで 3m30釦 ,幅は最も良く残っている所で約 2m,

奥壁の高さは,約 50ctllを 計測する。南壁は,石が立て並べてある所までは高さ50clll前後,それより

奥壁側は高さ80clllを 計測する。この高さの違いが,築造当初からのものであるのかは現状では判断

できないが,あ るいは,窯内部の空間の機能の違いに起因するものであるのかもしれない。北側斜

面は崩れているものの,奥壁の北側隅が原形を留めており,すでに炊き口側にカーヴを描いている

ことから,規模は現状とさほど変わらなかったものと思われ,小規模な窯といえる。

山側には地山の掘り方に沿って石が立て並べてあった。炊き口部は崩れており,石は原位置を保

っていたものは 5個 しかない。しかし,こ れより奥壁側は地山が熱を受けて淡赤色を呈しており,

これ以上奥壁側には据えられていなかったものと思われる。石はいずれも40～ 50cm角 程度の石で14°

ほど窯の内側に傾けて据えている。また一部だが 2段 日の石も残っており,幅40伽,厚 さ20ctll程 度

の基底部のそれよりややこがりな板石が用いられていた。

煙道は,奥壁の中央に 1ケ所 くり抜かれていた。床面から煙突口までは,約 55° の傾きをもち ,

高さは約76cIIlを 計測する。煙突口は56× 50cmの不整形な正方形を呈する。煙道内は黒色粉炭土が充

満しており,その中には数個の石も落ちこんでいた。煙道の内側には38cm× 62伽の大形の石で蓋を

し,さ らにその周りを淡褐色土と黄褐色土で詰めていた。石の下は幅60ctll,高 さ10clllの 隙間を空け

て,排煙口としていた。煙道の内面は煤状の硬い灰化物が厚く付着していた。また,煙道の34cm西

からは,煙道につながる浅い溝が掘り込まれていた。幅は内法で44cm,深さは 8 cmを計測し,床面
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第 8図  2号池石垣実測図
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第 9図  2号 池・ 石組み暗渠実測図

は煙道側に傾斜している。排煙を考慮したものかもしれない。

木灰には,「黒灰」と「白戊」があることが知られている。黒炭は,最終段階において焚き口お

よび煙突口をふさぎ窯内で冷却 して作る皮のことで,白灰は窯外に掻きだして灰などの「消粉」を

かけて消火する炭のことである。両者にみられる窯の構造の違いについては,焚き口部の幅と床面

の傾斜について指摘されている。黒炭窯は焚き口が狭く,床面は焚き日の部分が高 くなり奥壁側に

いくにしたがって低 くなる。本炭窯跡は,焚き田部から奥壁側に向けて次第に低くなっており,焚

き口は,現状から推定するしかないが幅は狭かったものと思われる。このことから,本炭窯跡では

黒炭が生産された可能性が高いものと考えられる。炭窯の使用時期を示す遺物は出土しなかった。

県内の調査例との比較等は第 4節に記述することとする。
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第 3節 遺   物
出土遺物は,鉄滓・炉壁と炭窯跡に伴う天丼材である「コウ」と木灰がある。鉄滓はいずれも緻

密質の流出滓と考えられるが, うち 2点は含鉄鉄津であった。

炉壁は 2点出上しており,いずれも2号池跡下の溝②の礫層中からの出土である。 2点 とも内面

は溶融しており,わずかにその外に壁土を留める。灰褐色を呈し,わずかに「スサ」の痕跡を観察

することができる。

第 4節 ′Jヽ   結
本遺跡からは,従来,考古学的な調査のあまりなされていない砂鉄採取に関わる遺構を検出した。

2つの池跡は,貯水量および排水量とも多くなかったものと思われる。池跡が鉄穴流しのどの工程

に相当するのかだが,立地をみても「鉄穴山」から選鉱段階の「下場」にいく途中の遺構と思われ

る。鉄穴流しの遺構が発掘調査されているのは,広島県の六の原遺跡(1)の みであり,同遺跡で検

出しているのは砂鉄採取の最終工程にあたる遺構である。鉄穴流しの一連の工程のなかの一部を調

査したのみであり,今後の調査例の増加を待ってあらためて検討を加えたい(2ち

炭窯跡については,時期を示す遺物は出土 していないが自然科学による年代測定を実施した。熱

残留磁気年代測定では,1380± 15年 と1750± 25年の 2つ の結果が,14c年代測定では1760± 75年の

結果がでている。県内で灰窯跡について発掘調査がなされているものは 4例 と少ないが,いずれも

本遺跡の周辺地域に集中している。那賀郡旭町丸原の十文セ ド遺跡
(3ち 同山ノ内古墳群中の成窯

跡 (4光 同重富遺跡 I区灰窯跡 (5Ⅲ 邑智郡瑞穂町市木の米屋山遺跡(6)で ぁる。このなかでは,規模

は一回り小さいものの平面形態は米屋山遺跡と良く似ている。同遺跡もまた,時期を決定しうる遺

物等は出上しておらず,形態と自然科学による年代測定結果を勘案して18世紀の第 2四半期に位置

付けている。以上のことから,本遺構についても,18世紀の後半の可能性が高いものと考えられる。

註

(1)河瀬正利編『広島県史跡六の原製鉄場跡～調査と整備の記録』六の原製鉄場跡発掘調査団1990年

(2)樋については,石見町矢上の三宅慎吾氏宅に所蔵されていることを,尼川尚明「歴史 3近世史 第八章 瑞穂町
の製鉄」『瑞穂町誌 第3集』1976の記載および石見町教育委員会の中田健一氏

。三宅正浩氏のご教示により知

り,実際拝見させて頂いた。所蔵されている木樋は数枚の板材を束ねたて円筒形にしたもので,「砂走り」に

使用されたものと考えられる。

(3)島根県教育委員会「十文セド遺跡」『中国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財調査報告書』―Ⅱ 1985年

(4)旭町教育委員会『県営農地開発事業 (梨園造成)に伴う山ノ内28号墳発掘調査報告書』1992年

(5)島根県教育委員会「重富遺跡 I区炭窯」『中国横断自動車道広島浜田線建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告

書』―Ⅳ 1992年

(6)島根県教育委員会「米屋山遺跡」『主要地方道浜田入重可部線特殊改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書―

堀田上 。今佐屋山・ 米屋山遺跡の調査 』1991年
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1 暗茶掲色土層
2 濃茶色土層
3 明赤色土層 (コ ウよりなる)
4 黒色粉炭土層
5 濁責白色砂質土層 (黒色粉炭土層と混ざる)
5t    〃   (コ ウと混ざる)
6 1に コウを若千含む
7 暗褐色粉質土層
8.褐色粉質土層
9.淡黄白色砂質土層
10 黒褐色土層 (パサパサ したしまりのない土 )
11_黒褐色土層
12.淡責白色砂質土層

0                    2m

第10図 炭窯跡実測図
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第 4章 中 ノ 原 遺 跡

第 1節 調査の概要
本遺跡は,邑智郡瑞穂町市木字中ノ原に所在 し,原山の南麓に源を発し,八戸川へと注ぐ大野川

の小さな支谷の南に延びる丘陵の東側急斜面に位置する。水田からの比高差は70mを計測する。

調査前の表面観察では,東側斜面を断面「 L」 字形にカットした,長さ14m,幅 4～ 5mの平坦

面が認められ,その谷側斜面に若千の鉄津が散在しているのが確認されていた。平坦面の北側斜面

は幅 6mにわたって崖崩れをおこし,オ ーヴァーハングしていた。これは,平坦面造成に伴って引

き起こされたものと思われた。立地や同地域内の製鉄炉のあり方から,製鉄炉が等高線と平行に築

かれた,いわゆる「横置き」の「箱形炉」の可能性が指摘された。また,鉄滓が平坦面北側の東側

斜面を中心に拡がっており,鉄滓の排出は主に炉の北側小口から行われたことが予想された。調査

にあたっては,平坦面を中心に調査予定地内全体に2側 方眼のグリッドを設定し,すべての遺物を

取り上げることとした。調査の結果,製鉄炉と関連する諸遺構を検出した。

第 2節 遺   構
1.遺構の配置

平坦面は南北16m,東西 3m50cm～ 5mであったが,谷側は崩落しているので,さ らに広かった

ものと考えられる。平坦面には,等高線と平行に造られた製鉄炉の地下構造 (掘 り方)力 検ゝ出され

た。地下構造の北側小口には,切 り合い関係にある 2つの「湯溜まり状」の排滓土坑とそれに伴う

3本の溝が具えられていた。南側小日からも,浅い溝が延び,断面レンズ状の土坑が付設されてい

た。製鉄炉地下構造の西側に接して炉内への送風に関連すると考えられる土坑状の掘り込み(SX00)

・ 台状の高まりなどが検出された。また,台状遺構を挟んで南側からは砂鉄が,北偵Jか らは木戊が

大量に出土した。それぞれ近世高殿たたらにおける「小鉄町」・「炭町」に相当することが考えら

れた。また,平坦面には,い くつかのビットや土坑も認められた。製鉄炉の北側には,再結合

滓(1)が一面に拡がり,その谷側斜面に鉄滓・炉壁が廃棄されていた。この空間が鉄塊系遺物と鉄

滓の選別を行う作業空間であったものと思われる。この平坦面の壁面も土坑状に掘 り込まれていた

(SX01)が ,SX00で みられたような丁寧な整形はなされていなかった。

このほかには,製鉄炉の整地層の下から「横穴状の土坑」 (SX04)を 検出した。これは,製鉄炉

築造に際して,その土質を調査する為に掘り込んだものではないかと考えた。

出土遺物としては,鉄塊系遺物・鉄滓を中心に炉壁・砂鉄・ 木灰が出土している。炉壁は,少な

く送風孔が残っている資料はわずかしか認められなかった。操業の時期を示す遺物は出土していな

い。熱残留磁気 。熱ルミネッセンス・放射性灰素年代測定の分析を実施している。
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第11図 地形測量図 (調査前)(B― B
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地山岩盤部分と

粘質土部分の境界線

〕              5m

第12図 地形測量図 (調査終了後)
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第13図 製鉄遺構実測図
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1 濃茶色土層
2 暗茶褐色土層
3 暗責褐色土層
4    〃   (か たしまる。地山ブロックを含む)
5 茶褐色土層 (かたくしまる)
6 濁褐色土層 (  〃  、地山ブロックを含む)
ア 暗褐色土層 (パサパサした土 )
8 濁褐色土層
9 茶褐色土層 (やや硬 くしまる)
10 明橙色砂質土層 (パサパサ した土 )
11 濁茶褐色土層 (9を 含む)
12 濁褐色土層
13 暗掲色土層 (やや硬 くしまる)
14 10と 同じ

15 10よ り淡い
16 10と 同じ
17 濁褐色土層 (やや粘性有り)
18 濁茶褐色土層 (  〃  )
19 濁掲色土層 (やや硬 くしまる)
20   〃  (パ サパサした土 )
21 褐色土層  (   〃   )
22 10よ り淡い
23 10に地山ブロックを含む
24 10と 同じ
25 暗褐色土層
26 濁茶褐色土層
27 10と 同じ
28 明橙色粘質土層
29 濁褐色土層
30 10がやや濁る

3i

32

33

34

35

36

37

38

濁褐色土層 (地山ブロックを多く含む )

濁褐色砂質土層

暗褐色土層 (やや粘性有 り)

濁茶褐色土層

濁褐色土層 (地山ブロックを多く合み、

かたくしまる)

明橙色土層 (硬 くしまる)

黒色粉炭土層

茶褐色土層 (パサパサした土 )

1心
4■

m

39

40

41

42

43

44

45

46

4ア

48

54

55

56

57

58

59

黒色土層 (粉炭に鉄滓、鉄塊が混ざる)

淡責白色土層

暗責掲色土層 (硬 くしまる)

責褐色土層

43に暗褐色土が混ざる

暗褐色土層

黒色粉炭土層 (木炭置場に相当か)

灰黄色土層 (粉炭混 じりの整地層)

黒色粉炭土層 (木炭置場に相当か)

暗茶褐色土層 (地山プロックを多く合みかたくしまる)

暗褐色土層 (地山ブロ ンクを含む、やや粘性有 り)

暗褐色粘質土層

褐色土層 (地山ブロックを含む、硬 くしまる)

淡褐色土層 (地山ブロックを含む)

暗茶褐色土層 (61と混ざる)

茶褐色土層 (54と混ざる)       .
茶褐色土層 (3～ 5 Cn角 大のレキを含む)
黒褐色土層

淡黒褐色土層 (2～ 5cm角 大のレキを含む)
暗責褐色土層

黒色 レキ層

濁灰褐色土層 (p～ 4cm角 大のレキを含む)
暗掲色土層 (地山ブロックを含む)

49～ 53は欠番
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c生____

炉床地下構造

第14図 作業場土層断面図 (B― B夕 ・C― C')
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地山岩盤

1.暗茶褐色土層 (鉄滓を含む)
2 暗灰褐色土層 (鉄滓、炉壁、木炭を含む)
3 暗黒色粉炭土層 (鉄滓、炉壁を含む)
4 暗灰掲色土層 (鉄滓、炉壁、本炭を含む)
5 暗青灰色土層 (     〃     )
6 黒褐色土層 (鉄滓の溜り)
7 茶褐色土層 (鉄滓、炉壁、木炭を多く含む)
8 濃茶色土層
9 淡茶褐色土層
10 濁茶褐色土層 (茶褐色土に暗褐色上を含む。ゃゃ粘性有 り)
11 暗褐色土層 (やや粘性有 り)
12 11よ り渋 く、硬 くしまる
13 淡責褐色砂質土層 (整地上。硬 くしまる。粉炭を若干含む )
14 茶褐色土層 (やや粘性有り)
15 暗茶褐色土層 (パサパサ した土 )
16 明褐色土層 (地山ブロックを含む)
17 暗褐色粘質土層 (1～ 3 cm大のレキを多く、 5～ 7 cm大のレキを若干含む
18 淡茶褐色土層 (地山ブロックを含む)

２２
雲

19 責褐色砂質土層 (整地土。かたくしまる)
20 茶褐色粘質土層

2:霙据欝暮圭層燃喬∴鰐捩昭雛 摺ヌ命
を増す)

23 灰褐色粘質土層 (21に比ベ レキを多く含む)

舞:葱撮目圭層 1豪最妊多々馨窓|こ
鉄塊系遺物を含む。SK02内 堆積土 )

身:愚目B:三 :9               2即
29 茶褐色粘質土層

第15図 Lライン上層断面図
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第 2節 遺   構
1.層序                                     .

製鉄炉の作業面は,調査前の地表面の60～ 80clll下から検出した (第 14図 )。 基本的に上層から,

①濃茶色土 。②茶褐色土 。③明褐色土が堆積しており,作業面上には木炭粉混じりの土が 5～ 10clll

の厚さで認められた。10ラ イン土層断面図北端 。M10区には,礫層がみられるが, これは斜面の上

砂崩れに伴って堆積したものと考えられる。また,SX00内 の堆積土は,いずれも地山プロックが

含まれているものが大半であり,斜面からわずかずつ崩れ落ちてきたものと考えられる。

平坦面は,地山整形の際に掘削した⑩淡黄白色土 (第 15図)を斜面に向けて押 し流して築いてい

る。整地上上面の標高は332.9mで,谷側斜面にいくに従い下がっていく。その厚さは,Lラ イン

の断面で20～ 30clllを 計測する。この整地上は,旧表土と考えられる灰褐色土の直上に盛り上されて

いる。整地上は⑩の20clll上層にもみられる (⑬ )。 これは製鉄炉北側の上坑SK08・ 木炭置場を埋め

て作業面としていた。以下⑩層上面を第 1次操業面とし,⑬層上面を第 2次操業面 と呼がこととす

る。⑩層の直上には,投棄された鉄滓が堆積しており,厚いところで40clll程度に及が。

製鉄炉の地下構造は,整地土層ではなく地山に直接掘り込まれていた。第12図で示したように,

地山は岩盤質の部分と粘土質の部分からなり,作業場はその 2つの土質の違う地点に位置している。

製鉄炉はこの岩盤質の部分に築かれていた。

2.炉床地下構造

製鉄炉本体の上部構造は,すでに残っていなかった。炉床地下構造は主軸を東耳ヒー西南にとり,

等高線と平行になるように築かれている。平面の形は,両小日側がすぼまる「舟形」を,断面は上

開きのコ字形を呈する。規模は,中央部で,長さが 4m50clll,幅 は98釦 ,深さは37clllを計測する。

内部には,濁黄褐色土や濁灰褐色土等が堆積し,床面には 2～ 8 clllの厚さでわずかに黒色粉灰上が

認められた。黒色粉炭土は床面直上に 5 clll前後の厚さで認められ,南側小口にいくにしたがい厚 く

堆積している。これは,同小口側に向けて掻きだされたためではないかと考えられる。 (第 16図 )

壁は,掘 り方の長辺内側に粘質土を貼り付けて築いている。粘質土は,いずれも熱を受けて上面

は濃赤色,内面は暗青灰色を呈していた。張り壁は,特に西壁側に厚 く施されており,最 も厚いと

ころで30clllを 計測する。また,こ の「張り壁」中からは,炉壁が出土しており,前段階で使用した

炉壁を利用したものと考えられる。また,北側小口部分についてのみ,東袖に46× 20× 10cmの板石

を立てて壁としていた。

床面の標高は383.25～28mと ほぼ平坦で,両小日側にいくにしたがい低くなっている。北小日側は,

そのまま排滓土坑に至るが,南側小日は,作業面が30cm高 くなっている。木面および伊F滓土坑は ,

-36-



熱を受けて酸化～還元色を呈していた。床面は,灰混じりの上が拡がっており,面 として確認でき

なかったが,断ち害Jっ た面を観察すると,長さ l m 33cm,幅 70cmの範囲が濃黄白色を呈しており,

床面に張られた粘質土と思われる。また,SX00の 台状遺構を挟んで南北の作業面も熱を受けて淡

赤色を呈している部分が認められた (第 16図 )。 これについては,北側テラス・ 南偵」テラスの項で

触れることとする。

3.SX00 (第 17図 )

この遺構は,炉床地下構造の東側に接して,地山を削りだして造った低い方形台状の高まりと,

その奥の壁面を断面「 L」 字形に掘り込んで造った一段高い部分から構成される。以下,台状遺構

・土坑状遺構とし,両遺構をあわせてSX00と する。両遺構の軸は一致しておらず,わずかだが台

状遺構は南東へ軸が振れている。

台状遺構は,平面の形は北東隅は崩れているが,ほぼ正方形を呈している。規模は南北l m52～

58伽 ,東西 l m 36cm,高さ14clllで ある。上面はほぼ平坦で,北辺および西辺に沿ってビットが掘り

込まれていた。 P10は平面の形が楕円形を呈し,上縁で長径26cIIl・ 短径19cmで ,深さは21clll。 坑内

には黒色粉炭土が堆積していた。P llはほぼ円形を呈しており,上縁で長径29clll・ 短径25clll,深 さ25

～27clllで ,東に傾きをもつ。坑内には,P10と 同じく黒色粉灰土が堆積していた。 P10。 11間は掘

り方の間で10cm,心 々距離では40clllで ある。2つのビットからは,鉄塊系遺物が出土している。P12

は精円形を呈し,長径26clll e短径20cm,深 さ33～ 40clllで 垂直に掘り込まれている。坑内には暗橙色

上が堆積していた。P13は平面琵琶形を呈し,長径26clll e短 径20clllで ,深さは33～ 37卿。坑内には ,

P12と 同じ暗橙色土が堆積していた。P12・ 13間の心々距離は lmである。

土坑状遺構は,平面形が南北の隅が円みをもち,奥壁側の辺が西側にふくらむ「蒲鉾」形を呈し

ている。規模は南北 l m22伽,東西80cmで,東端はカットされ台状遺構へつながっていく。作業面

からの高さは25～ 43clllで ,奥壁側にいくにしたがい高くなる。台状遺構からの比高差は20～ 30clllで

ある。また,炉床掘り方および台状遺構に平行に長さ l m 12clll,幅 26～ 38clll,深さ 8 clllの 浅い溝が

掘り込まれていた。溝の床面は奥壁側に向けて下がっている。溝内には,P12・ 13と 同様に暗掻色

土が堆積し,硬 くしまっていた。 (第 16図 )

奥壁は,床面から高さ74～ 84clllの ところまではぼ垂直に削られ,非常に丁寧な加工がなされてい

る。この高さまでは,作業場の壁面と同一面をなしている。さらに上部は,おおきくラッパ上に開

いており,最大幅は 2mである。正面からみると壷をふせたような形である。この大きく膨 らむ部

分も地山面を丁寧に削り,加工をしている。この部分までの高さを床面から計測すると2m40cmに

も及が。 (第 18図 )
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濁黄褐色土 (灰褐色土と暗黄褐色とが混ざる)

暗黄褐色土

濁灰褐色土

1と 同じ (かたくしまる)

3と 同じ (  〃  )
淡黒色粉炭土層 (2と 混ざる)
黒色粉炭土層

濃責白色土層 (7と 混ざる)

濃赤色土層 (地山が被熱 )

10 濁灰褐色土層 (3よ り淡い)
11 渋黒褐色土層 (粉炭を若千含む)
12 濃赤色土層 (被熱 した貼 り壁土 )
13 灰褐色土層
14 濁黄白色土層
15 茶褐色土層
16 責褐色土層
17 淡責白色土層
18 暗灰黒色土層 (鉄滓よりなる)

も
|

19 暗赤色土層
20 黒褐色土層
21 決灰褐色土層 (粉炭、鉄津を若干含む)
22 灰褐色土層 (鉄滓を含む)
23   〃  (粉 炭と混ざる)
24 淡茶褐色土層 (ややしまる)
25 茶掲色土層  (  〃  )
26 黄掲色土層 (整地上。かたくしまる)

検

27 灰黒色砂質土層
28 茶掲色粘質土層
29 灰茶褐色粘質土層
30 茶掲色粘質土層
31 暗褐色粘質土層
32 茶褐色粘質土層 (やや濁る。粉炭、鉄滓を合む)
33 暗橙色土層 (かたくしまる)
34 灰掲色土層 (パサパサ したしまりのない土。

ビット15内堆積土 )

∪
383.8m

1

2

3

4

5

6

7

8

9

第16図 製鉄炉地下構造土層断面図
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第17図 SX00実測図

0                    2m

第 18図 南側平坦面作業場立面図
4.北側排滓土坑 (第 19図 )

北側小日には,排滓の機能を果たしたと考えられる 3本の溝が延びており, 2つの不整形な円形

土坑,SK08と SK09が付設されていた。

SK08と それに伴う溝は,炉床掘り方に対して約28°西に振った方向に築かれている。規模は上面

で長径 l m o7ctll,短 径92clll,深 さは50clll。 東側の掘り方は,SKo9に よってカットされていた。溝

は炉床地下構造からの分岐部分をSK09の溝によって切られている。溝の底面は,炉床掘 り方の
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底面より 6 clll高 い。土坑底面は,平面の形が橋円形を呈しており,長径50clll・ 短径40cmを計測する。

断面は「 U」 字形をしている。坑内には,鉄滓・鉄塊系遺物・炉壁が堆積していた。また,底面に

は含鉄鉄滓が凝着していた。溝の幅は 4～ 8伽で,緩やかに排滓土坑に至る。溝および土坑底面は ,

還元色にかたく焼きしまっていた。

SK09は ,炉床地下構造と軸をほぼ同じくし,その延長線上に造られている。平面の形は,東側

の掘り方を明瞭に検出しえなかったが,いびつな精円形を呈している。規模は長径 l m 31clll,短径

l m 12ctll,深 さ25cmを計測する。土坑内にはSK08と 同様に鉄滓・鉄塊系遺物のほか炉壁が堆積し

ていた。土坑に伴う溝は 2本平行して造られていた。このうち,北西側の溝には,炉内より流しだ

された滓が原位置を保ったまま出土した。

2つの排滓土坑および 3本の溝の前後関係だが,前述した切り合い関係および土層の観察から,

SK08が SKo9よ り旧いことがわかる。それは,新旧 2つの時期の操業面に対応する。SKo9の 2本

Aピ
8Θ

_ズ

B_P2'◎ ― B′

て蒻蒻蕨
y

1 淡責褐色砂質土層
2 暗褐色土層
3 濁灰褐色土層
4 濁灰褐色土層 (粉炭が混ざる)

①濃責白色土層 (かたくしまる)
②赤褐色土層 (粉炭と混ざる、かたくしまる)

③責掲色土層
④淡茶褐色土層
⑤黒褐色土層 (炭置場、粉炭に鉄塊系遺物を含む)

0               1m

排滓部・ 湯溜まり状土

-41-

第19図 北側排滓部・ 湯溜まり状土坑実測図



の溝は,流出滓が残されていることから, 北西 (SKo8)側 が新しいものと考えられた。

2つの土坑より検出された鉄

滓については,第 3節で詳述する。

2つの排滓土坑の北からはピ

ット28・ 29を検出した。P28は ,

地山から掘り込まれており,第

2次操業面の下にあたる。平面

の形はいびつな楕円形を呈して

おり,長径40cal・ 短径32clll,深

さは23～ 32clll。 坑内には茶褐色

土が堆積 し,鉄塊系遺物が含ま

r             n

第20図 南側排滓部土坑実測図

型
】

れていた。 P29は第 2次操業面 (第 1層)か ら掘り込まれていた。径 12clllの 円形を呈し,深さは18

clllを計測する。棒状のものが立てられていたのではないかと思われる。

5.南側排滓土坑 (第20図 )

南側小口は東半部に,底面での幅が 6 clll,全長70clllの浅い溝が延び,SK12に つながる。SK12は

長径70cm,短径52cm,深 さ14clllで 土坑全体には鉄滓が環着しており,最も厚い部分で23clllを 計測し

た。土坑内は,熱を受けて酸化色,部分的には還元色を呈していた。SK12に 近接する位置にP21

・ 22が掘 り込まれていた。いずれも,垂直ではなく,やや南に傾いている。 P21は ,平面の形が楕

円形を呈し,長径 19clll e短 径16clll,深 さ16clllと浅い。 P22は ,ややいびつな楕円形を呈し,長径22

clll・ 短径18cm,深 さは24.5cmを計測する。P21・ 22内の土層は,いずれも一層で黒色粉灰土が堆積

していた。

6.北側平坦面 (第21・ 22図 )

ここで北側平坦面と呼がのは,SKo8 0 09の 北側に拡がる平坦な部分のことで,壁面部にはSX01

が造られている。規模は,南北 6m50clll・ 東西 3m50clllを 計測する。平坦面には,「再結合滓」と

呼ばれる鉄滓が拡がっており東側斜面に向けて作業面にかたく凝着していた。これらは,いずれも

本作業面において鉄塊の荒割り。小害Jり がなされた際に二次的に生成したものであり,こ の作業空

間が鉄滓と鉄塊系遺物の選別をする場であったこと考えられる。

SX01は 作業場の壁面を断面「 J」 字形に掘 り込んで造っている (第 15図 )。 SX00と 似ているも

のの,壁は垂直ではなく円みをもっており,壁面の整形も雑である。床面は壁は明瞭な境をもって

奇
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第21図 北側平坦面遺構実測図 (再結合滓の拡がり)

いないが,わずかに

長径 lm,短径56clll

の半円形を呈してお

り,高さは24clllで あ

る。奥壁の高さは ,

床面から l m 58cmを

計測する。床面から

南壁面に向けてやや

上る位置にPlが ,

垂直ではなく東に傾

斜して掘り込まれて

いる。平面は円形を

しており,径 16clll,

深さは23clllを 計測す

る。

SX01の西側に接

して大形の上坑SK

02が ある。土坑は ,

平面が南北に細長い

隅円の長方形を呈

し,底面は 2つの浅

いビットがつながっ

た「アイマスク」形

をなしている。規模

は長さ l m 70clll,幅 40～ 56clllを 計測する。四方の壁面は,東西のそれがほぼ垂直なのに対して,南

北の壁は急斜度をもって底面に至る。深さは,北側で72clll,南側で計測して l m02～ 07clll。 床面は

平坦でなく,南北の隅は浅いビットにむけて低 くなっている。ビットはいずれもいびつな楕円形で

北側は38× 30ctll,深 さH clll,南側は30× 26cm,深 さ14clllで あった。抗内には暗褐色上が堆積し,下

層から鉄塊系遺物が少量出土している。

また,SK02の 北30cmの位置にも, 2つのビットが連結したかのような土坑SK03がある。長さ 1

m06clll,幅 は連結部で36cm,ビ ット部で最大50clllを 計測する。深さは,南側のビット部で25clll,北
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(下層に鉄塊をわずかに含む)

第22図  北側平坦面実測図 (部分 )

側で14cIIlと 浅い。

SX01お よびSK02が ,平坦面での荒割り。小割り作業にともなう遺構であるのか,また,いかな

る機能を果たしたのかは,不明といわざるを得ない。 Plお よび,背後のSK02を含めて今後検討

を加える必要があるものと思われる。

7.SX00北側テラス (第23図 )

テラスは,平面の形が逆台形の幅 1～ 2mほ どの狭いもので,排滓土坑SK08よ リー段高 くなっ

ていた。しかし,第 2次操業面造成の際に拡張されている。この際,壁側の lm× 60clll(検 出時)

の木炭の密集する範囲も埋められている。これは,第 1次操業面に伴う「木炭置場」と考えられる。

これと同じ木炭の密集する地点が,P5・ 6の東に90× 60clll(検出時)の範囲内で認められた。こ

れは,第 2次操業面に伴う「木戊置場」ではないかと考えた。テラスの床面は,一部,熱を受けて

淡赤色を呈している部分が認められた。それはSX00の北50clllの 辺りの lm× 50clllの範囲の島状の

部分のみであった。

壁面には,土坑 1・ ビット3が相並んで,いずれも壁面に対して斜めに掘り込まれていた。また ,

P4・ 5の上には長さ l m 20clllに わたって,幅 4 clll,深 さ 3 clllの 溝状に掘 り込んだ跡がみられた

ｎ
劇
Ⅵ
硼
ω‐
０‐
。
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(第 18図 )。 SK05は ,平面の形がややいびつな精円形を呈し,壁面に対して斜めに掘り込まれている。

規模は,掘 り方上面で長径72clll,短径52cmで深さは29

～32伽を計測する。土坑は,淡黄白色砂質土によって埋

め戻されており,その下層に鉄滓・鉄塊系遺物・炉壁が

堆積していた。また,淡黄白砂質上の上層には木灰粉が

厚く堆積しており,埋め戻し後,木灰置場になっている。

P4は ,壁面を「 L」 字形にカットして造っている。

平面の形が橋円形を呈し,長径23clll。 短径21cm,深 さ

は24cmo P 5は ,壁面を垂直に掘り込んでおり,平面

はほぼ円形を呈している。長径35cm・ 短径34clll,深さ

は40clllを 計測する。底面は平面が橋円形を呈し,平坦

である。 P6は ,壁面に対して斜めに掘り込まれてお

り,平面の形は楕円形である。規模は,長径23cm・ 短

径15ctll,深さは35clllを 計測する。ビットにはいずれも

暗褐色土が堆積していた。

3.SX00南側テラス

SX00の台状遺構から南には,肉眼観察で長さ3m

10cm,幅 90～ l m 10clllの 範囲にわたって砂鉄が拡がっ

⊆〕 一
ていた。 2～ 3 clllの厚さで堆積しており,厚いところでは 5

clllに及が。砂鉄置場と考えられる。砂鉄分布範囲の南端から

は,地山に掘 り込んでいるビットが検出された (第24図 )。

P20は ,径 4 clll深 さは10～ 12cmを計測する。テラスの床面は ,

台状遺構の南約50clllの あたりから炉床掘り方の南側小口まで

の間が淡赤色を呈していた。これは北側テラスと台状遺構を

はさんでほぼ対称的な位置である。

9.その他のビット
第24図  ピッ ト20実測図

作業場南隅のビット (第25図) P24・ 25は ,作業場の壁面に

掘り込まれていた。 P24は平面の形が,隅が円みをおびた長方形をなし,底面は精円形をなす。25

X14cmで ,深さは東側で18cn,西側で40cmを計測する。坑内には,暗褐色土が堆積し,鉄塊系遺物

1淡基白色腰土層2甚落と上彊準選を書懇)
(∩ 為
9     い

第23図  SX00北側テラス実測図

Ｐ４́Ｖ
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・炉壁も出土している。 P25は長

径20clll・ 短径17cm,深 さ26clllで壁

はほぼ垂直に立ち上がっている。

P23・ 26・ 27は いずれも地山では

なく,整地上に掘 り込まれている。

P23は径 9 clllの 円形を呈し,深さ

は15～ 18clllを計測する。 P26は径

20～ 21clllの ほぼ円形を呈し,深さ

は25～ 32clllを 計測する。 P27は ,

長径28clll短 径23 clllの精円形を呈

し,床面に対して斜めに掘り込ん

でいる。深さは35ダ 42clllを計測す

る。P26・ 27にはいずれも茶褐色

土が堆積し,P27か らは鉄滓がわ

ずかだが出土している。
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第25図 作業場南隅ピット実測図

1.
2.
3.
4.

濃茶色土
茶褐色土
暗茶褐色土
黒褐色土

ドット:整地上

レンガ :地山

第26図 北側排滓土坑東ピット
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第27図  炉床地下構造東側 ピッ ト実測図 (1)

炉床掘り方東ピット 炉床地下構造の中央部東に近接して小ピットが 3穴掘り込まれていた (第

27図 )。 このビット群の炉床地下構造をはさんで西allには,SX00台状遺構が存在する。 P14-15間

を結がと炉床掘り方および台状遺構と平行関係にあることがわかる。両ビットの心々距離は l m76

clllである。P14は ,床面に対して斜めに掘り込まれている。長径 8 ctll e短径4.5ctll,深 さ10clllo P 17は

長径 7 ctll・ 短径5.5call,深 さH～ 13cmを 計測する。 P16は径 6～ 7 clllの ほぼ円形を呈し,深さは10
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～14clllを計測する。この 3穴のビット内には,いずれも濁黒褐色上が堆積していた。

P15は整地土から掘り込まれている。規模は長径20.5cm,短径12.5cmの橋円形を塁し,深さ18～28

clllを計測する。 P18は ,地山から掘り込まれている。平面だるま形をなし,長径43cIIl,短径23～ 38

clll,深 さ41clllを 計測する。 P19は ,平面が隅円正方形をなし,径 14clll,深 さ35～ 45伽を計測する。

北側排滓土坑東ビット (第27図) いずれも整地土上面から掘り込まれており,残 りは良くない。

P2・ 3は連結したような形状を呈している。35× 33cIIl,深 さは35clllo P 3は ,長径45clll,短径38

clllの精円形を呈し,深さは21clllと 浅い。SK05は 平面琵琶形を呈し,長さ60clll,幅 38cm,深さは10

～20cmを計測する。 P7は東半分が明確に検出できなかったが,長径60clll,短径38cmの精円形を呈

していたものと思われ,深さは20clllと 浅い。 P8は ,いびつな精円形を呈しており,長径48clll,短

径32clll,深 さは28clllと 浅い。 P9は ,長径33clll,短径24cmの精円形を呈し,深さは17～ 25ctllを 計測

するc P8・ 9は床面に対して斜め方向に掘り込まれている。

10.SX04(第 28図 )

製鉄遺構築造以前と考えられる遺構で, J-9区整地上直下から検出された。丘陵斜面に対し,

横穴状に東側斜面に掘り込んでおり,奥行き l m 79clll,幅 は掘り方上面で52clll,底面で17～ 27clllを

計測する。幅は東から西にいくにしたがいわずかだが広 くなっている。深さは奥壁部分で92cmで あ

ャ 9     中
第28図 SX04実測図

った。また,土坑の東側から急斜面となってい

る。土坑内には,整地土が濁りをもつ灰黄色土

が一層堆積しており,こ の遺構が製鉄遺構を造

る際に埋めもどされていることが考えられる。

奥壁は垂直ではなく緩やかな孤を描きつつ立ち

上がる。南北の壁はほぼ垂直に削られている。

奥壁部分のみ岩盤質で床面および南北の壁はい

ずれも粘土質であった。壁の加工はいずれも雑で,

整形されていなかった。遺物は出土しなかった。

この横穴状遺構は粘土質の部分から掘 り込ま

れ,岩盤質の部分に到達したところで止まって

いる。製鉄遺構が,粘土質の部分ではなく岩盤

質の地山部分に正確に築かれていることから,

この遺構は土質を調べる為に掘削されたテス ト

ビットの可能性が考えられる。
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第 3節 遺   物
1.排滓土坑出土遺物

1は排滓土坑SK08の底面に凝着した状態で出土した。図面の天が,炉の外側,地が炉床掘 り方

側に相当する。平面は左端部が欠損しているが,卵形を呈しており,断面は椀状を呈している。長

径32.4cm e短径28.3clll,重量5692gを 計測する。上面は灰黒色を呈し下半部には錆が顕著で土砂の

付着もみられる。厚さは上半部は 2～ 3.3clll,下 半部は3.2～ 4.8clllで ある。上面には下半部に向け

て幅1.5cmの刺突痕が 6箇所認められた。この刺突痕に対応して底面が突出している部分もみられ

る。これは土坑底面に堆積した滓を半溶融状態に,土坑北側から強く突いたことによるのではない

かと思われる。これにより下半部は肥厚 しており,刺突により底面が突出していた。これは径1.5

ctllの先が丸みを帯びた棒状の工具によるものと考えられる。底面には土坑床面の濃黄白色砂質土が

一面に付着していた。

。一
く ァ フ

ー α
′

°~＼
(三)~°

b―
―
一ば

2

b―

サ

J

SK09排 滓溝出土鉄滓

第29図  鉄滓実測図
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2・ 3は ,いずれもSK09の西側溝中に残っていた流出滓である。 2は全長が46.8clllで 幅は2.5～

6.5clllを計測する。上面は,先端部を除き剥落しており,表面には細かい石が付着している。上面

の津の上に2.2× 1.4cmの楕円形の丸みをおびたメタルが生成していた (レヴェル●)。

3は , 2よ り土坑側に位置していた。長さは38,7clll,幅 は基部側で3.5cIIl,端 部で13.3clllを 計測

する。断面は皿状に湾曲する。表面は光沢のある黒褐色を呈し,一部酸化し濃赤紫色になっている。

幅 1～ 1.5clllの流動状を呈している部分と,細かい「しわ状」を呈する部分が認められる。

2.鉄滓

本遺跡からは,鉄の原材料である砂鉄・木炭のほか鉄作りの工程で生じた鉄滓 。鉄塊系遺物など

の生成物,および炉壁が出土している。これらについては,ま ず,炉壁と鉄滓・鉄塊に水洗作業の

段階で大きく分類した(2ち 次に,強力磁石(3)を使用して磁石に反応するものと,無反応のものに

分類した。

56789

F

G

H

I

J

K

L

М

N

O

P

0              10m

Ａ

　

　

Ｂ

10   11   12   13   14

第30図 鉄滓出土量一覧表 (2mグ リッド)

中段 多孔質滓
下段 再結合滓
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第31図  25cmメ ッシュ配置図

この際に炉底塊系と考えられる大形の鉄滓は別にした。磁石に反応するものは,特殊金属探知機の

感度(4)を ,Hiレヴェルに設定し,こ のとき発音しない錆化したものを△ (酸化物)と した。次に,

感度をLowレ ヴェルに設定し,こ の時発音するものを0と した。次に,感度を「Middle」に設定し

このとき発音するものを◎とした。最後に残ったものを○とした。

この段階で本遺跡の0レヴェルの鉄塊は,1099点 にも及んだため,基準感度を調節し,新たなレ

ヴェルとして☆ (特Low)を新設し最もしっかりとした鉄塊系遺物を抽出した。

大型磁石に強く反応しなかったものについては,表面観察を実施し,流出滓・炉内滓 。再結合滓

に分類した。これは,調査員のほか遺物整理作業員が担当した。

以上の作業の後,鉄塊系遺物については全て,遺物番号をつけ,計測 (長さ。幅・厚さ。重さ)

を行った。これについては,紙数の都合で全てのデータを載せることができなかったが,点数につ

いていえば,☆132点, ●964点 ,◎561点, 03154点 ,△ 1367点 になる。

鉄滓については,分類の後,各グリッド・ メッシュごとにその重量を計測した。これには,一般

に市販されている体重計を用いた。炉底塊については, 1点 ずつ計測を行った。

これを,ま とめたものが,30図以下に載せている表である。

2m方眼ごとの鉄滓の出土量を,ま とめたものが第30図である。表面観察で窺えたとおり,圧倒

的に北側小日から排出された滓の量が多いことがわかる。また,滓の量を比較すると,炉内滓とし
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第32図 鉄滓出土量一覧表 (25cmメ ッシ ュ北 )

た多孔質滓が約2027kgと 多 く,緻密質滓は743kgでその比は 3:1で あった。多孔質滓は,高炭素

の鉄を生産した際にできる可能性が指摘されており,これについては鉄塊系遺物と比較検討 し,後

述することとする。

また,南北両小口側については,排滓土坑を中心に平坦面全体に25clllの メッシュをかけ遺物全量

の取上げを行った。これは,南北の小日の機能の別および作業空間との関係について検討すること

を目的としたものである。南側小日については,東側斜面に向けて排滓された様子を明瞭に知るこ

とができた。北側小口では排滓土坑とその東に拡がる平坦面の 2つのまとまりを中心に鉄滓が出土

している。なお,南側小口からは再結合滓はごく少量しか出土していない。

3.鉄塊系遺物

鉄塊系遺物は,鉄滓と同じくKoLラ インを中心に谷側斜面の捨て場に拡がっていた。

-52-



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

x y z o b c d e f g h i

第33図 鉄滓出土量一覧表 (25cmメ ッシュ南)

北側排滓部と南側排滓部の鉄塊系遺物を比較すると南狽Jか らは☆は全く出土していない。

4.鉄塊系遺物の形態分類

鉄塊系遺物については,☆ レヴェルの132点について,形態分類を試みた。形態分類にあたって

は外観の形状および法量から3形態に大別した。このうち,64点については実測図を作成した。

第 2-C類 幅20clll程 度の大形のものである。 1が これに属する。 5点,全体の 4%を占める。

第 2-B類 幅が 5～ 10clll前後で,ゴツゴツした外観を呈している。塊状をなし,ほ とんどの遺物

が側面が破面である。26点,20%。

第 4-B類  以下のように細分できる。
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第34図 鉄塊系遺物出土量一覧表 (2mグ リッド)

4B―①類 形態がやや特殊なもの。2点のみだが,いずれも底面が椀形に湾曲している。 1%。

4B―②類 手の平にすっぽりおさまる5 clll角程度の大きさをしている。全体を黄褐色の上砂に覆

われているものが多い。側面は,破面で割りとられたような外観を呈している。8点, 6%。

4B―③類 中心部は丸みをおびているが,周囲には粒状の部分がみられる。1点, 1%。

4B―④類 表面は滑らかだがタコ足状に延びている部分がある。2点, 2%。

4B―⑤類 棒状。もち状などの形態がみられるが,全体に表面が滑らかで,重量感がある。76点 ,

58%。

分類外 上記以外のもの。12点 , 9%。

以下,各類型について概述する。

上段より☆ 2 mm調整 特とow
● Low
◎ Mttd臆
O Hi
△ 酸化物

単位 :g
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1は ,幅が20.5卿 ,厚 さ9.5clllを 計測する。滓層の下部に金属鉄が生成している。上面には炉壁

材の落下物がかがさっている。金属鉄部分の表面には,錆が多く付着している。両短辺とも破面だ

が,炉床の幅に近いものと考えられる。この 1は ,炉内に生成した金属鉄を採集する段階で割り取

った,残塊にあたるものと考えられる。65は図化しえなかったが,滓層上部に生成した鉄塊を割り

取ったもので,荒割りはなされているが,さ らに小割りされていないものであろう。

2は ,側面をいずれも害Jり 取られている。金属鉄の表面には,黄褐色の上が覆い,一部に滓が認

められる。重量感がある固体である。 3は ,側面は割り取られており,下面は,はつりとったよう

な外観を呈している。出上位置は,いずれも鉄滓捨て場である。

4は ,長さH.2ctll,幅 8,7clllの精円形を呈し,厚みは4.8clllを測る。 5は ,長さ8.5cn,幅 6.5cm,

厚さは2.2clllを 測る。上面は,ほぼ平坦だが,下面は,U字状に湾曲している。両短辺は,いずれ

0             1m

第35図 鉄塊系遺物出土量一覧表 (25cmメ ッシュ北)
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第36図  鉄塊系遺物出土量一覧表 (25cmメ ッシュ南 )

も破面である。出土鉄塊系遺物の中で,こ のように底面がU字形を呈するものは,こ の 2例のみで

ある。

4B―②類は, 4～ 7 clll角 程度の大きさで,側面はいずれも破面である。10・ 13に代表される形

態である。表面は茶褐色を呈しており,黄褐色の酸化土砂に覆われている。12は外観がやや丸みを

帯びており,重量感がある。 6は ,中心部にまとまった金属鉄が存在するような形態であり, 4類

とするのはどうかと思ったが,側面が破面であることと,法量から本類型に含めた。

4B―③類は,14の 1点のみである。大きさに比べて軽い感じがあり,ス カスカて脆い。全体に

イガイガとした粒状の付着物がみられる。また,幅 1.5銀の木炭痕もみられる。鉄中の炭素量があ
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がっておらず,金属鉄がまとまっていな

い段階の個体と考えられる。

4B―④類は,15の 1点のみ図化して

いる。金属鉄が散在する球条の部分から

3条以上の流動化 した金属鉄が延びてい

る。 4B―⑤類は,出土遺物中で最も多

い。16・ 25。 26・ 38・ 51・ 54の ように流

動化し棒状を呈するもの,29030・ 36の

ように球形をなすもの,その中間的な形

態のものがみられる。なお,いずれも外

観は九みを帯びており重量感がある。

また,34は ,滓層の一部に金属鉄がま

とまりつつある段階の個体であり,23は

滓と金属鉄が分離 しつつある段階の個体

と,各形状は決して一様ではない。

また,表面が丸みをおび滑らかな個体

のほかに粒状の付着物が見られるものも

あり,こ れを炭素量の違いと考えれば,

今後更に 3つほどの細分も可能かと思わ

れる。

分類外とした資料のうち,57・ 58059

はいずれもいびつな板状を呈しており,

大きさに比べて軽い感じのするものであ

る。このはかの資料は,あ るいは上記分

類の範疇で捉えられるものかと思われる

ものである。

以上,鉄塊系遺物について概観してき

た。

各類型についてみると,鋼材に近い形

態のものは見られず, 4-B類 が最も多

くみられることから,本遺跡で生産されてヤ
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たヽのが,高灰素の銑鉄系統であることが考えられる。
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5.炉壁

炉壁には小片が多く送風孔 (近世たたらでいう保土穴)を留めているものはわずかしかなかった。

68・ 69。 70は送風孔を 2か所残 していた。水平角・傾斜角については計測しえないが,爆土穴の径

は 3～ 4 clllで ある。70は不明だが,68・ 69は L-7区 。鉄滓捨て場からの出上である。
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71 送風孔を 2か所留めている。送風孔の内径は,基部で7.9clll先端で5clllを 測り,基部から先端

にむけてすぽまり,断面形は上下に長い橋円形を塁している。送風孔の角度は送風孔中心部で炉内

面を垂直とした場合 -24° となる。送風孔間は,送風孔の依存する孔の端と端で計測して,9,8clllで

ある。内面は,幅0.5～ l clll溶融し,表面には白色粒子が多くみられる。炉壁は外側にむけて灰黄

色 。濃赤色 。濃肌色を呈している。送風孔の内面には粒状の砂鉄焼結塊が付着している。胎土には

スサが顕著に認められる。

72 濃橙色を塁する炉壁で溶融部分が全く認められない。炉の最上部の炉壁ではないかと考えら

れる。内面から炉の上面にかけては面取りがなされたように丸みを帯びている。現状で幅20.8clll,

高さ20.6clllで ある。

73 送風孔を 2か所残している。現状で高さ36.5c14,幅 32.4clll,厚 さ10.3～ 19.3clllを計測する。
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送風孔の断面形は長楕円形を呈し,基部で長径10.3clll,短 径4.7clll,先 端で長径6.2・ 短径3.5clllを

測る。 2と 同様に,基部から先端に向けてすぽまっていく形態である。炉壁角度は,底部に粘質土

が貼付られており,いずれの底面が本来の炉の形態であるのかはっきりしない。粘質土の面で設定

すると-18.5° である。送風孔間隔は,穴の端で計測して,7.3clllで ある。さらに左側 (内面から見

た場合)に もう1つの送風孔が設けられているはずだが認められない。このことから,炉長軸端部
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の個体であることがわかる。炉内面は溶融しており,送風孔の周囲以外は融けてへこんでいる。

以上が炉壁の概要である。 1・ 3は炉地下構造の掘り方内の張り壁土中からの出土である。この

2点のみは送風孔の形状が異なっており注意される。

6.炉底滓

炉底滓かと考えれる81点については計測・計量を行った。その多くが側面が割り取られており,

炉床の幅を留める資料は13点のみであった。

74 短辺はいずれも破面だが,長辺は炉内の幅を留めている。幅22.7cm,長 さ22.3cm,厚 さ10.5

ctll重量は 6 kgを計測する。上面はちりめんじわ状を呈し,下面は断面椀状で炉床粘上が付着し光沢

のある黒褐色を呈する。破面をみると,下位は緻密で上位にいくにしたがい気孔が認められる。そ

の上位にちりめんじわ状の滓がかがるような形状である。

75 40と は異なり上面が流動状を呈する滓よりなる。短軸の両側面はいずれも破面である。長さ

25 1cm,幅 21 9cn,重量は7.5kgで ある。上面は流動状の滓で赤紫色の酸化色を呈している。下面

は断面椀形をなし,表面は光沢のある黒褐色をしている。破面をみると,わずかに気孔が見られる

ものの緻密である。

第 4節 ′〕ヽ  結
1.遺構

製鉄炉の操業の時期を決定する資料は全く出土していない。年代測定は熱残留磁気・熱ルミネッ

センス・
14c放
射性炭素年代測定法を実施した。炉床地下構造の焼上を用いた熱残留磁気年代測定

では1200± 10年 ,熱ルミネッセンスで950± 10年,14c放射性炭素年代測定では,炉床地下構造内

出土木灰で1310± 70年 ,北側排滓部出土木戊で1390± 70年の結果がでている。 3つの方法による測

定値には開きが認められる。このことから,現段階では,製鉄炉の時期を古代末から中世と考える

ことも可能である。

炉床地下構造は,地山を平面舟形,断面上開きの「コ」字形をした長さ4m50clll,幅 98cn,深さ37

cmに掘り込んだ大形の構造である。このはかには,録温・防湿の為の施設は設けられていなかった。

本遺構と良く似た構造を有する遺跡 としては,仁多郡横田町の鑓免大池遺跡(5)と本遺跡 と同じ邑

智郡瑞穂町市木の今佐屋山遺跡Ⅱ区製鉄遺構
(6)が ぁる。いずれも,大形の掘り方の内部を木皮粉

混じりの土で充填している。これについては,炉床地下構造の規模を比較すると,鑓免大池遺跡は ,

長さ約 5m,幅 80cm,深 さ60clll。 今佐屋山Ⅱ区製鉄遺構が,長さ4m80clll,幅 l m 50伽 ,深さ16～ 29

CIll。 いずれも,大形で中世 I類 (7)1こ属している。この地下構造は「近世高殿たたら」における本

床に相当すると考えられているものである。中世の製鉄遺構の炉床地下構造には,この「本床状遺
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構」の長辺に平行して掘られた側溝「小舟状遺構」をもつものがあるが,本遺構は同形態の遺構に

較べると簡易なものといえ,こ れは時期的な古さに起因するといえるかもしれない。

このほか注意されるのがSX00である。これは,従来「ふいご座」と呼び,最近では送風関連遺

構と呼ばれている遺構である。同様の遺構は広島県石神遺跡 (8上 島根県瑞穂町清造山遺跡,同 。

下稲追遺跡がある(9ち このほかにも台状の高まりのみをもつ例はいくつか認められる。

本遺構については,土坑状遺構が床面および壁面を丁寧に整形し南北 l m 12clll東 西80clll高 さ74～ 84

cmの空間を作りだしている。また,壁はさらに上部で最大幅 2m開いている。これが土坑状遺構の

機能と関連するのかは,は っきりしない。また,土坑状遺構と台状遺構とはわずかだが主軸を異に

している。 2つの遺構の果たした機能もはっきりしない。なお,SX00を送風関連の遺構とすれば ,

土坑状遺構は「ふいご座」に,台状遺構は「つがり台」に相当するのではないかとも,指摘されて

いる。炉壁の送風孔に斜交するものもあり,「風配り」に関係したものと考えられる。この台状遺

構が「つがり台」的機能を果たしたことも考えられるが,その場合ビットはどのような機能を果た

したものか検討を要する(10ち

北側平坦面の壁面に掘り込まれたSX01お よびSKo2は ,いずれも整ったものではない。 しかし,

両遺構の位置関係をみると一連のものとして機能したと考えられるが,それが鉄製錬作業のどのよ

うな役割に伴うものなのかははっきりとしない。

また,こ のほかに,製鉄炉築造以前の遺構であるSX04が ある。これは,粘質土から掘削し岩盤

にあたったところで掘削を停止していること,製鉄炉が土質の異なる部分に極めて正確に築かれて

いることから土質調査用のテス トビットではないかと考えた。また,製鉄炉の排滓土坑SK08は掘

り方の主軸延長線ではなく,西側に振って築かれているのも,あるいは岩盤質の地山を意識したこ

とによるのかもしれない。

2.遺物

次に,遺物について検討してみる(11ち 鉄塊系遺物については,形態分類を行った結果,第 4-

B類 としたものが大半を占めた。これについては,その外観が丸みをおび,玉状・棒状にまとまっ

ていることから,吸炭がある程度進み流動化した高灰素の銑鉄の一種ではないかと考えられる。こ

れは,「近世高殿たたらJにおけるズクに相当する。次に滓についてみると,第 3節でも触れたよ

うに多孔質滓が緻密質津の約 3倍の量も出土している。これは,高炭素の金属鉄を生成する時に,

生じることが多いと指摘されており,こ の結果は,鉄塊系遺物の出土傾向と一致 している。また ,

北側に排滓の為の溝と土坑があり,土坑は椀状を呈し「溜り」状を呈していた。かりに滓の排出の

みを目的とするのであれば,溝を設けるのみで良く,湯溜り状の土坑を設けることで,流出した高

炭素の銑鉄を上坑内に溜め回収した, とも考えられる。すなわち「銑鉄の流し取り」がなされてい
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た可能性も考えられる。 4B一①類は,湯溜 り状の土坑の中で固化した資料と考えられる。

次は炉の上部構造および炉内への送風について検討してみる。送風孔を残している炉壁は数少な

い。断面形には 2種類が認められる。すなわち,径3.5～4cmの円形のものと,上下方向に長精円形

を呈するものある。後者は,炉床掘り方の張り壁土中から出土しており,す くなくとも最終操業に

は伴なわないことがわかる。この円形と長精円形の 2つのタイプの送風孔は,それぞれ生産しよう

とした鉄種を異にしていたのかもしれない。後者は径を大きくし炉内への酸素の供給も多く,広い

部分を高温にする意図があったものと考えられる。すなわち,炉壁の残りの良いものが少ないのは

長時間の操業がなされたことによるものとも考えられる。炉の高さは不明だが,炉内の最終幅は ,

出土した炉底滓から約20～ 25cm日り後ではなかったかと考えられる。

以上をまとめると,本遺跡の製鉄炉は,炉床幅の狭い炉で,内部へは空気を多く供給し,広い範

囲を高温とし,戊素量の高い銑鉄を中心に生産がなされたものと考えられる。操業は,古代末～中

性を中心とする時期であろうか。
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第 5章 タタラ山第 2遺跡

第 1節 調査の概要
タタラ山第 2遺跡は,原山南麓に源を発する大野川の最上流部に面した山腹斜面に位置している。

遺跡の北には,瑞穂町・石見町の境にそびえる原山 (標高888.3m)力 位ゝ置 し,ま た, 目を南に転

じれば丸瀬山 (標高986.5m)をはじめとする中国山地の山並みを遠 くにみることができる。

調査は,鉄滓の採集された大野川の東西両岸のはか, 2本 の水路跡と池跡について調査区を設け

て実施した。このほか,調査区内には 4基の炭窯跡が存在することがわかった。このうち,発掘調

査は,明 らかに近代以降と判断された 3基を除く1基について実施した。調査の結果,半地下式構

造の成窯跡で床面には溝を備えたものであることが確認された。

第 2節 遺   構
調査区は合計 7ケ所設定した。

第 1調査区 鉄滓の採集されていた大野川の東岸に設定した。調査区は, もう少し川沿いに設定す

る予定であったが,周囲は巨石が多く,調査可能な地点を選定して行った。調査区は長さ4m,幅

l m 50cmで ,現地表面下80～ l m 30cmの面まで掘り下げた。調査区内には礫層と砂質土層が交互に

堆積していた。このうち,第 1層の濃茶色礫層中からは鉄滓 4点 (緻密質 2点 。多孔質 2点 )が出

土した。いずれも表面が磨滅していた。

第 2調査区 第 1調査区と同様に,鉄滓の採集された大野川の西岸に等高線に直行する位置に設定

した。調査区は,長さ5m,幅 2mで ,80～ l m 20clll掘 り下げたところで地山面に至った。遺構・

遺物とも検出しなかった。

第 3調査区 第 2調査区の 6m南 に等高線と平行する位置に設定した。調査区は長さ4m,幅 lm

50clllで ,現地表面を約 lm掘 り下げたところで地山面に至った。遺構 。遺物とも検出しなかった6

第 4調査区 第 2・ 3調査区の南には,幅 l m20～ 2m40clllの水路跡が西側斜面に向けて蛇行しな

がら延びている。この水路跡の南側 。標高449mのあたりにやや平坦な部分が認められ,南北 3m,

東西 2m40伽の範囲で石が散乱していた。一部の石は熱を受けて淡赤色を呈しているものも見られ

た。水路内にも多くの石が落ちこんでいた。この水路跡を東西に横断する位置に,7m50clll× 5m30

clllの調査区を設定した。調査の結果,水路跡は幅80cn,深 さは最も深いところで20cmを計測する浅

い溝であった。石の周辺には木灰粉が散在しており,何らかの火を伴う行為があったことが窺えた。

また,散乱していた石はいずれも原位置を保つものではなかった。

第 5調査区 調査区の北端に存在する堤跡から延びる溝に設定した。また,表面観察で鉄滓が 2片
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採集されていた。調査区は,長さ 4m。 幅 lmで現地表面を l m90釦掘り下げたところで地山面に

至った。水路跡は断面が上開きの「コJ字形をなし,上面で幅98cm,底面で39clll,深 さ52cllを 計測

する。溝の西端は濃黄色の粘質土をカットして掘り込んでいた。この上は地元では「マニ土」と呼

ばれており,保水性が優れていることから,現在でも水路内面を粘土張りする際に用いられる, と

|ヽ う。

第 6調査区 池は丘陵斜面を断面「 L」 字形にカットし,東側に堤を築き水をためる構造 となって

いた。池は,上面で10m× 10mの「コ」字形を呈する。堤は池の東側を全て囲んでおらず,途中で

切れている部分があり,こ こが排水の機能を果たしていたところではないかと考えた。この排水部

からは底面での幅50cmの溝が東に向けて延びていた。この溝は池の底面にもつながっており,池の

底面では,幅 50～ 80cmを 計測する。

調査は,池のうち調査予定地内にあたる排水口部分についてのみ実施した。調査区は, 3m× 2

mで深さ70clll～ l m60mで地山面に至った。堤は,濃黄色粘質土 (マニ土)を盛り土して築いてお

り,高さは北偵1で 58cm,南側で92clllを 計測する。

第 7調査区 3号灰窯跡の前庭部のあたりから (調査予定地内については)西へ山腹を犬走り状に

に延び,タ タラ山第 1遺跡を縦断して更に南に続 く水路跡である。しかし,多 くの地点では埋没し

たためであろうか「径」状を呈していた。調査の結果,水路跡は上面での幅74cm,底面での幅28cm,

深さ72～ 84cmを計測する。溝内に堆積していた茶褐色土層 (第 2層 )か らは,鉄滓 3片のほか「金

剛砥石」が 1点出上した。また調査区の東でも鉄滓 1点を採集した。

出土品から,この水路跡も近代以降に造られたものと考えた。

第 3節 炭 窯 跡

遺跡内には, 4基の皮窯跡が存在した。北から1～ 4号灰窯跡とした。 3基については,形態お

よび採集品から,明 らかに近代以降と考えられたので,計測および写真による記録にとどめた。ま

た 3号灰窯跡については,聞 き取 り調査により築造の時期等を確認した。

1.1号 炭窯跡

窯体の内壁は礫を積んで構築している。平面の形は倒卵形を塁し,規模は長径 4m30clll,短 径 2

m90clllを 計測する。窯体の周縁は,馬蹄形状に幅70～ 2m30cmの平坦面を有する。焚き口部は上面

で幅 2m,底面で60ctllを 計測する。焚き口部は「ハ」字状に開き,前面には幅 9m50cIIl× 5m10cm

の平坦面が拡がっている。平坦面には,木炭粉が一面に認められた。煙突口は埋没しており確認で

きなかった。遺物は採集されなかった。
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タタラ山第 2

第46図 タタラ山第 1。 第 2遺跡位置図
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第 2区北壁

濃茶色土層 (レキ混ざる)

茶褐色土層 (  〃  。粘‖生有 り)
1と 2が、均等に混ざる

淡黒褐色土層 (レキ混ざる)

黒色土層   (レ キ混ざる)
S―

454 5mN          ハヽ′――一
1 濃茶色土層 (レキ混ざる)
2 茶褐色止層 (  ″  。

粘性有 り)
3 淡黒褐色土層 (レキ混ざる)
4 茶褐色土層
5 淡茶褐色土層 (レキ混ざる)
6 黒色土層

~ 
第 3区西壁       

第 3区北壁

第47図 調査区土層断面図

D         2m

む合多をキ

ｍ大のレ囲
層
徹
鶴

層
土
層
層

土
色
土
土
層

色
褐
色
色
土

茶
茶
掲
黒
色

濃
皓
茶
灰
黒

6地山
7黒色土層(パサパサしたしまり

のない土 )
8茶掲色土層(角 レキを多く含む)
98に粉炭が混ざる

薄ヽ
池跡平面図

-72-

1 濃茶色土層 (レキ混ざる。スラグわずかに含む)
2 暗黄褐色砂質土層 (レキ混ざる)
3 黒色土層 (レキ混ざる)
4 2と 同じ

第48図 第 4ト レンチ土層断面図

第49図



第50図  第 5

462m N

濃茶色土層       
~́

語饗暑告尾督型ぞW儒 生呈Sる
、粘性有り)

暗茶褐色土層

トレンチ土層断面図

W一

2.2号 炭窯跡

1号灰窯跡と良く似た形

態の窯である。平面形は倒

卵形を呈し,規模は長径 5

m20cm,短径 3m20clllを計

測する。窯体の周縁には ,

馬蹄形状に幅90～ l m 40clll

の平坦面を有する。焚き口

は,上面幅 3m40cm,底面

幅70clllを 計測する。焚き口

部は「ハ」状に開き,その

前面には,幅 l m 70clll～ 2

m50clllの 平坦面が拡がる。

平坦面には木灰粉・ コウが

散在している。窯の周辺か

らは,磁器の皿 1点 ,ヤス

リ1点,ガラス瓶 2点 (1

点はコトブキヤ。アカダマ

ワイン。もう1点はスーパ

ー初日のラベル有り)を採

集した。いずれも,庚窯の

使用時期および灰焼きの様

子を窺い知る貴重な資料と

いえる。

3.3号 炭窯跡

平面の形はほぼ円形を呈

し,長径 3m80clll,短径 3

m70clll,深 さ l m 35clllを 計

測する。窯体は焚き口側は ,

石積みによって構築してい

4552m w

2

3

4

5
6

7

8

9

黒色土層
濁責色土層
黒色土層
地山
茶掲色土層 1鮎死r鑑性=強

1 濃茶色土層
2 茶褐色土層 (やや粘性有 り)
3 茶褐色土層 0～ 3cm角程度の

レキを多く含む)
4 淡茶褐色土層 (粘性有 り)

第51図  第 6ト レンチ土層断面図

第52図  第 7ト レンチ土層断面図
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る。窯体の周縁には馬購形状に幅80～ l m 70cmの平坦面を有する。窯内部は,後世の堆積土によっ

て床面は明瞭ではない。また,天丼部かあるいは小屋掛けに使用されたものと考えられる木材が朽

ちることなく残っていた。焚き回は幅 l m 60cmで ,前面には幅 l m80～ 2m60clllの 平坦面が犬走 り

状に続く。煙突回は埋没しており,全形を窺い知ることはできないが,煙突として使用されたと考

えられる「土管」が残っていた。これは,陶製で径18cm,長さ67clllを 計測する。このほかにも,焚

き口部付近から鋸 2丁 ,「コッヘル」タイプのやかん 1点を採集した。

窯跡の南には,長さ 3m70clll,幅 2m90cmに わたって斜面が崩れている部分がある。これは,炭

窯跡の築造の際に窯体を構築するための「マニ土」を採取した跡ではないかと考えられる。

4.4号 炭窯跡

遺跡の南端にあたり,タ タラ山第 1遺跡の製鉄遺構からは60m北 に位置している。標高は,灰窯

跡の床面で473.8mを 計測する。調査前の表面観察で,わずかに地表面が東西に細長 く「ラッキョ

ウ」形に凹み,木炭が散在していたことから庚窯跡の存在が予想された。調査の結果,等高線に対

して直交するように掘り込まれた半地下式構造の炭窯跡を検出した。

窯体はいずれも地山を トンネル状にくり抜いて,天丼部は奥壁から手前80clllの あたりまで遺存し,

そこから焚き口までは残っていなかった。窯内部には,酸化～還元色を呈した地山の角礫が厚く 1

m程度堆積していた。平面の形は掘 り方上面では,奥壁側に向けて次第に広がるが,床面では狭い

焚き口から奥壁に向けて広がり,奥壁の両隅は明瞭に削りだしている。古墳時代の横穴墓と良く似

た形態をしている。

規模は,焚 き口から奥壁まで 4m64cm,最大幅は 2m32cmを計測する。奥壁・側壁と天丼部との

界線は床面から l m 40clllの ところで明瞭に表現されている。天丼部は,奥壁から東74cmの ところま

でしか残っていないが,最も高いところで l m96～ 98ctllで あった。焚き口部の規模は上面で l m16

clllだが,底面では幅32cmと 非常に狭 く,前庭部に向けて「ハ」字状に広がっている。焚き口内の堆

積土中および前庭部からは自然石が出土している。焚き口を構成していたものかもしれない。

煙道は,奥壁中央部の窯の中軸線上に 1ケ所割り抜かれていた。床面から煙突口までは, 3m76

cmあ り,完掘することはできなかった。煙突口は,切 り株のため掘り方は明瞭に残っていなかった

が,検出時でいびつな橋円形を呈しており,長径90clll・ 短径60clllを 計測する。煙道の内側には, 7

個の石を積みその周りを粘上で張っていた。粘土はスス状の硬化物を付着させ硬 く焼きしまってい

た。石の下は,床面まで幅19ctll,高 さ12clllの 隙き間を空け排煙口としていた。

床面には,中軸線上を焚き口から前庭部まで続 く溝が造られていた。溝は前庭部の東端まで直線

的に延び,端部はわずかに北にカーヴしている。断面は上開きのコ字形を呈し,上面での幅14～26
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clll,底面で12～ 16clll,全長は 3m80clllに及が。窯の床面は焚き口側が皿状に溝に向けて低 くなって

いる。溝内には,黒色粉炭上が充満していた。このように床面に溝を伴う例としては,那賀郡旭町

山ノ内の威窯跡がある。溝の機能は排水を目的としたものではないかと考えられる。灰窯跡に伴う

遺物は出土していない。

第 4節 ′よヽ  結
調査の結果,タ タラ山第 2遺跡では当初予想されていた製鉄遺構は確認されなかった。鉄滓はい

ずれも大野川の南北岸沿いに限定されており,いずれも磨滅が顕著に観察される。地形的にみても,

また第 1調査区の土層観察からも,調査区内に製鉄遺構が存在するとは考えにくく,おそらく,上

流部の製鉄遺構より流されてきたものと考えられる。

また,遺跡内には 4基の炭窯跡が存在することがわかった。この一帯は,調査区外にも戊窯が存

在しているが,こ れは市木地区全体でいえることらしい。しかし,①原料となる木が豊富である,

②大野川に近く水を得やすい,①窯土となる粘質土 (マニ土)が容易に採取できる, という条件を

備えていることもことなども一因ではないか, と考えられる。 2号灰窯跡については,昭和30年頃

市木在住の河野安雄氏の先代が築いたとのことである。1・ 3号窯は立地・形態とも良く似ており,

時期的な近さが窺える。 3号窯は,焚き口に鉄製の器具が用いられていた。

灰窯については, 2つ の形態が認められた。 1つは,倒卵形を呈し,焚き口部から「ハ」字状に

開き,前面に広い平坦面を有するもので 1・ 3号戊窯跡がこれに属する。いま 1つは,ほぼ円形プ

ランで焚き口部は狭いもので, 2号灰窯跡がこれに属する。庚窯には黒威を作るものと白炭を作る

の 2種類が存在する。本遺跡でみられた 2つの形態の別が作られた庚の種類によるものであるかは

判断できないが,焚き国の幅および前庭部の広さの相違は,黒灰 。白波の最終段階の消火の仕方と

関係するのかもしれない。

4号灰窯跡については,年代測定分析を実施していない。しかし,山腹斜面に等高線 と直交する

ように築かれていること,煙道部の構造からおおまかに近世後半に位置付けておく。

註

(1)旭町教育委員会『県営農地開発事業 (梨園造成)に伴う山ノ内28号墳発掘調査報告書』1992

(2)炭窯跡については,現場作業員の方々に多くのご教示を頂いた。また,下記の文献を参考とした。

大内茂「炭焼がま覚書」『みよし風上記の丘』 N05 広島県立歴史民俗資料館 1981
朱通祥男「寄居町三品の白炭技術―古老が語る昭和初期の炭焼きの一日」『埼玉県立歴史資料館 研究紀要』

11 1989

岩田廣敏「炭焼きの記」『頓原町民俗資料解説書』第 5集 頓原町教育委員会 1988
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凝 /

1 濃茶色土層 (根を多く含む)
2 茶褐色土層
3   〃  (2よ り明るい)
4 暗責褐色土層 (粘性有り)
5 4に 地山焼土 レキをわずかに含む
6 暗茶褐tl■g
7 6と 濃赤色の被熱 した地山レキが
互層状に混ぎる

8 黒色粉炭土層

476 80m A

―― C′

第53図  4号炭窯跡実測図

t司_ィ_r__十一――一―一―写m
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第 6章 タタラ山第 1遺跡

第 1節 調査の概要 (第57図 )
遺跡は,邑智郡瑞穂町市木字タタラ山に所在 し,標高888.3mの 原山南麓の南北に延びる丘陵の

東狽1斜面に位置する。 (第45図 )

調査前の表面観察では,丘陵東側斜面に人為的に造成されたと考えられる 2つの平坦面が南北に

相並んで位置し,そのうちの北側平坦面の東側 (谷狽1)斜面下には多量の鉄滓が堆積しているのが

確認された。また,北側平坦面の北20mの丘陵斜面には,炭窯跡かと考えられる「落ちこみ」も確

認された。このうち,南側平坦面は壁面のみが調査予定地内にあたり,北側平坦面は,鉄滓捨て場

の約2/3と 平坦面の東側約1/5が調査予定地外であった。

平坦面の中央部やや東 (谷)側でわずかに高まりが認められ,周囲には炉壁が散在していた。こ

れは,従来の調査で炉床地下構造の長辺に接 して認められるもので, この高まりは地下構造をはさ

んで山側には土坑状遺構を伴う, という。この高まりを東西に横断し (Iラ イン),鉄津捨て場と

庚窯推定地が同一ライン (Nラ イン)を通るように軸を設定し,調査予定地内全体に 2m方眼を組

み,こ のグリッドごとに遺物を取り上げることとした。グリッドについては,耳ヒ西端の杭をもって

グリッド名とし, グリッドラインは西側とした。

調査の結果,製鉄炉地下構造と関連する諸遺構および戊窯跡 3基を検出した。

出土遺物は,全て,調査区全体に組んだ 2m方眼ごとに取り上げ,強力磁石および小型金属探知

機により選別後,表面観察により分類した。

第 2節 遺   構
1.南側平坦面

南側平坦面は,南北に延びる丘陵の東側斜面を断面「 L」 字形にカットして築いており,調査前

の規模で,南北約10m,東西約 5mを計測する。壁面は,地山 (安山岩質)の崩れが著しく造成の

痕跡ははっきりとはしないが,丘陵斜面の加工は 2段階にわたって行われていた。すなわち,まず

丘陵上位の標高463.20mか ら462.20mま でを40° の傾きをもって削りだし,そ こから床面に向けて

63° の傾斜で加工 している。

壁面の中央からは,幅 lm2～ 6 cm,床面からの高さ l m 71clllの 上坑状遺構 (SX00)を検出し

た。土坑内には,地山礫からなる黄褐色上が,その下層の床面直上には,薄 く1～ 4側の厚さで黒

色粉炭土が堆積していた。同層中からは,指頭大の鉄塊系遺物 9点が出土 した。土坑はその全体を

検出していない。山側の隅が円みをもち,床面は平坦ではなく,谷側にいくにしたがってわずかず
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第54図 地形測量図 (調査前)
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第55図 製鉄遺構縦断面図 (調査前)

つだが高くなる。

床面の標高は ,

460,80mで ある。

壁は,床面から高

さ lmまでをはば

垂直に立ち上げ丁

寧に壁面を加工し

ているが,その上

位は83° の傾斜で

加工もやや粗い。

これと同様な遺

構は,中ノ原遺跡でも検出している。このことから,中ノ原遺跡と同様に製鉄炉が平坦面には築か

れているものと思われる。

土坑内出土の木炭については,14c年代測定を行ったが,1240± 80(1260± 80年 )の測定値がで

ている。

2.北側平坦面―遺構の配置― (第 61図 )

平坦面は,丘陵東側斜面を断面「 L」 字形にカットして,掘削土を押し流し,厚い部分で lmの

盛り上を施している (第62図 )。 規模は,南北12m,東西は一部が調査予定地外になるため不切だ

が,調査前で 9mを計測する。テラスの北側にも南北 4m50clll,東西 6m50～ 7m50cmの平坦面が

拡がる。平坦面の中央には等高線上に平行に築かれた,製鉄炉地下構造および関連する施設を検出

した。製鉄炉の背後の山側斜面には,土坑状遺構 (SX02)と それに付設する台状遺構が認められ

た。土坑状遺構内からは鉄塊系遺物が約900点出上 した。台状遺構の南北には,それぞれテラスが

付設されている。また,炉床地下構造北側小口には排滓土坑および排滓溝が備えられ,東側斜面に

は投棄された鉄滓が拡がる。製鉄炉北側の斜面には,斜面を「 L」 字形にカットして築いた小規模

なテラス (3号テラス)が位置する。このテラス上には,板状の鉄塊系遺物が 1点置かれていた。

3.層序 (第62図 )

製鉄炉の作業面は,現地表面の20～ 35clll下 で検出した。この面で内部に黒色粉灰土が詰まった平

面舟形の製鉄炉の地下構造を検出した。SX02台状遺構の上面は,作業面から12cm高 いことがわかる。

b― b′ ラインを見ると,作業場の平坦面は,旧表土と思われる灰黒色土の上に茶褐色土を盛っ

て築かれていることがわかる。また,地山は岩盤質の部分と粘質土の部分の 2種類の質の異なる部

分からなることがわかった。炉床地下構造は,こ の岩盤質の部分に築かれている。
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第56図  地形測量図 (調査終了後 )
4.炉床地下構造

炉は,炉床および炉壁の上部構造を全て失っており,地下構造のみを残している。地下構造は ,

平面の形は両小日側がすぼまる舟形を呈し,断面は上開きの「コ」字形を呈している。その両側に

は平行に掘り込まれた小舟状遺構を備える。本床状遺構と小舟状遺構とは壁を共有している。小舟

状遺構の上面は,部分的にしか残っていなかったが,濃赤色の粘質土を張り,作業面と同一レヴェ

ルにしていた。特に,東側の溝上面の一部は非常にかたくしまっており,幅 30cn,長 さ55cmの範囲

で残っていた。これは本床状遺構をはさんで山側にはSX02が 位置 している。調査前にわずか

/´
ド

く

プ
ｋ

プ
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1 責掲色土層 (地山レキよりなる)
2 黒色粉炭土層 (鉄塊系遺物を含む)

第57図  SX00実測図

に認められた高まりは,こ の焼きしまった作業面の上に堆積していた炉壁であったことがわかった。

また,こ の粘質土中からは炉壁かと思われる送風孔の痕跡をもつ粘土塊も出土している。

本床状遺構の規模は,長さ 4m56clll,幅 80clll,深 さ35clllを 計測する。内部には,黒色粉庚土が堆

積していた。床面および壁はかたく焼きしまっており,還元色を呈していた。

本床状遺構は,床・壁はいずれも粘質土を盛り上げ焼きしめたもので,こ れを掘り下げると,直

下から積み上げられた炉壁片が出土した。壁を30clll掘 り下げ,本床状遺構床面と同一レヴェルで炉

壁片が整然と1列に並べられていた (写真図版30上 )。 また,本床状遺構の床面下には握り拳大以
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第59図 製鉄遺構実測図 (1)
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3 濃赤色土層
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5 茶褐色土層 (粉炭・炉壁小片・鉄塊小片が混ざる)
6 黒色土層 (しまりのない土。粉炭・炉壁をわずかに含む)
7 濁掲色土層 (しまりのない土。灰褐色土と混ざる)
8 責褐色土層
9 灰責色土層 (被熱 し、かたくしまる。部分的に青灰色を呈する)
10 黒色土層 (しまりのない土。粉炭を含む)
11 灰褐色土層 (かたくしまる)

12 黒褐色土層 (鉄滓よりなる)
13 灰責色砂質土層 (粉炭と混ざる)
14 9と 10が 混ざる
15 茶褐色土層 (指頭大の角 レキを多く合む)
16 鉄塊系遺物
17 灰黄色土層 (指頭大の地山レキよりなる)
18 灰色土層 (粘性有 り)
19 黒色粉炭土層

針套召琶圭彊随識レ隼と誓憲介の期レキよりなかャ
22 18と 黄褐色土が混ざる
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SKll

24.灰 責色砂質土層 (パサパサして、しまりのない土)

25 茶掲色土層 (炉壁を含む。しまりのない土 )
26 濃茶色土層 (炉壁・粉炭をわずかに含む)

肇二景2を最層(制鋤1蜘雌
30 暗茶褐色～暗灰色土層 (やや粘性有 り)
31 2と 同じ
32 茶褐色土層 (炉壁の積の上 )
33 濃黄～波白色土層 (作業場、貼 り床土。かたくしまる)
34 黄褐色土層 (ややかたくしまる)          0
35 黒色粉炭土層

第60図  製鉄遺構実測図 (2)
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下の炉壁片が雑然と詰め込まれた状態で出上した (写真図版29下 )。 これを,取 り上げると,厚壁

は,基底面のところで列をなしており,その列の間に架けて 2段目の炉壁が並べられていた。積み

上げにあたっては炉壁片を下にかませて崩れ落ちるのを防いでいる。

基底面の炉壁列は,長さ 4m20cm,幅 l m 60ctllの 範囲内に整然と8列に並べられていた。西から

21～ 8と する。 24-5間 には,幅 6 clllの 空間が列の北端から南端につながっていた。この内部

には,黒色砂質上が堆積していた。炉壁は,こ の空間をはさんで東西に対称に並べられており,基

準線であったことがわかる。堆積土はほかの炉壁列間のものと異なっており,何か木質のものが置

かれ,こ れを基準に東西に並べていったものと考えられる。炉壁片はその大半が内面 (溶融した面 )

を底にして置かれていた。炉壁列の下層は,炉壁片 (滓化したものを含む)混 じりの茶褐色土が地

山面まで堆積していた。これは本床状遺構の壁土と同じであった。

地山は基底面の中央部が長さ4m10cm,幅 l m 60cm,深さ10～ 18clllの 平面が舟形に掘り込まれて

いた。この掘り込みの床面は熱を受けていない。北端部は東西方向に掘り込まれた上面幅28cm,底

面幅 8 ctll,深 さ 3～ 6 clllの 浅い溝とつながる。南端は,幅 6～ 18clllの 溝につながる。溝は「 く」の

字に曲がり谷狽1へ至る。掘り込みの底面は,北から南にいくに従い低くなり,南側小口の溝との一

体化した機能が考えられる。

基底面に炉壁片混じりの茶褐色土を敷いて平坦にし,その直上に炉壁片を積み上げ,その周囲も

茶褐色上を詰めて,炉壁を心にした 6m12clll× l m 72clll,高 さ30clllほ どのマウン ドを築 く。この上

に高さ40cllIの 壁を立ち上げ,その内部に更に炉壁片を詰めて床を張り,舟形の土坑を造る。必然的

に壁と炉床掘り方との間には,上面幅36clll,底面幅16clllの空間が生じてくる。この溝の底面には ,

木炭粉が散在 し,壁面は熱を受け淡赤色を呈しており,焼きしめたことが考えられる。溝の小回は ,

面的には明確に検出しえなかったが,炉壁片や人頭大の石が集中して出土している。

また,東壁の炉床掘り方は,いずれも,地山と整地上をもって壁面としていたが,中央部には70

×20clllの 炉壁を立てて壁としていた。

炉本体は,こ のような非常に丁寧な保温 。防湿のための下部構造の上に築かれていたことになる。

5。 SX02

SX02は ,炉床掘 り方の山側斜面の壁面を掘り込んだ土坑状の遺構とその前面に付設された台状

遺構から構成される。土坑内には上層から暗褐色土・黄褐色土が堆積していた。その直下,標高461.

90mの レヴェルで,鉄塊系遺物が長径約 lm,短径80clllの 橋円形プランの範囲内から約900点出土

した。このうち,72・ 73の 2点を分析資料とした。この鉄塊系遺物層の10伽下層からは木炭粉が約

l m 20clll× 45clllの 範囲で堆積していた。この直下の黄褐色土は,熱を受け淡赤色を呈していた。こ

の面で火を使用する行為がなされたのではないかと考えられる。
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土坑状遺構は,平面の形は掘り方上面で倒卵形を呈し,床面では山側の隅が円みをもつ正方形を

塁する。床面で幅 lm5～ 10cul,奥行き l m 3 clll,高 さ l m 30clllを 計測する。

三方の壁は,標高462.90mま でを垂直かつ丁寧に削りだし,標高461.90mか ら床面にかけては ,

緩やかな曲線を描きながら床面に至る。床面は平坦ではなく,谷側 (炉床側)に向けて緩やかに立

ち上がる。

I 鉄塊系遺物
2 灰責色土層 (指頭大の地山レキより

なる)

3 灰色土層 (粘性あり)
4 黒色粉炭土層
5 3に わずかに 6が混ざる
6 濃赤色土層 (被熱 した指頭大の地山

レキよりなる)

ア.3と責褐色土が混ざる
8 3と 同 じ
9 責白色上層 (地山レキを含む)
10 灰責色砂質土層 (パサパサして、し

まりのない土 )

11_茶褐色土層 (炉壁を含む。 しまりの
ない土 )

第61図  SX02実測図
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SX02の西側に接する位置に,地山整形後,盛 り上を施した長方形プランの高まりが認められた。

盛り土はしまりのない土であった為,かなり掘り下げてしまったが,地山面から55clllの 高さまで黄

褐色砂質上が盛り土されていた。台状遺構の上面の規模は不明だが,底面で l m66～ 80cm× l m10

clllを計測する。盛 り上下の地山は 2本の溝によって l m 50clll× 96clnの 長方形に区画されていた。溝

はいずれも安山岩の脆い岩盤に掘り込まれており,丁寧な整形がなされたものではなかった。北側

は炉床掘り方に向けて拡がっていく形をしており,幅 20～ 64calを計測する。底面は凹凸が著しいが ,

炉床掘り方側に向けて低 くなっており,幅 10～ 40cIIlを 計測する。南側は,幅が20～ 48cmで ,深さは15

～20clllで ,わずかだが炉床掘り方側が低くなっている。溝内には,いずれも地山礫を含んだ黄褐色

上が堆積していた。また,台状遺構の北に接して,楕円形のビットが掘り込まれていた。長径39ctll,

短径31clll,深 さ16clllの 浅いものであった。

6.南側排滓部

南側排滓部は,炉床掘り方の小口部が明瞭に残っていなかったが,わずかに浅 く皿状に凹む部分

_//

第62図  S X02鉄塊系遺物出土状況 (78。 205は分析試料)
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が認められた。また,そこからトリモモ状に拡がる流出滓が原位置を留めたまま残っていた。総重

量は152kgに も及んだ。

また,調査区東端からはビット2が検出された。ビットは整地土から掘り込まれており,長径28

clll,短径22clll,深 さ49～ 57clllを 計測する。

7.北側排滓部

掘り方北小口には,鉄滓を流しだすための溝とそれに伴う土坑 3基 と,そのほかの上坑 3基が検

出された。また,この上坑群から北東には作業場床面にかたく凝着した再結合滓が拡がり,それは

東側斜面の鉄滓捨て場へとつながっていた。また,SK07の西には,木灰が散在 している地点が認

められた。また,土坑群

の北西斜面には, 2基の

ビットが掘り込まれてい亀

この平坦面からは,寛

永通宝 5枚が出土してい

る。これは,現地表面下

の20～ 30clllの 黒色土層中

からの出土であり,原位

置を保っていない。また ,

Plの南からは,作業場

に堆積した黒色粉炭土中

から鉄斧が 1点出土して

いる。

SK05 平面形が,いぴ

つな橋円形を呈し,長さ

l m 35clll,幅 l m 15clll。

床面は皿状を呈 してお

り,最も深い所で14clllで

あった。炉床地下構造の

長軸に対して,HLIRlに振

れている。

SK06 南側サプ トレン

チの西側にはSD01が 掘 第63図 送風関連遺構実測図
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り込まれている。長さ 2m35clll,幅 l m 35clll,断面皿状を呈する。深さは28cmで ある。坑内には ,

木炭粉混じりの黒色土が堆積し,底面には鉄滓混じりの黒色上がかたく凝着していた。また,炉床

小日側から底面にむけて溝が掘り込まれており,底面に溜りをもつ。この溝の南に

も炉木小口側から東に延びる溝 e sD02が掘 り込まれている。溝の幅は,上面で15

cIIl,底面で 3 cm前後,深さは10ctll前後である。また,この底面にはSK09が ,北端

には溝状遺構SDolが掘り込まれていた。

SK08 平面はいびつな隅円の長方形を呈し65× 53clllで ,深さは22～ 31clllで上開き

のコ字形を呈している。坑内には,黒褐色上が堆積 し,その上層は,かたく焼きし

卜2実測図  
まり,SK06の底面につながっていた。

“

~下 ~r~― ~―
― ト ー ー ー ー ー ー ー ー 当

m

第65図  北側排滓部遺構位置図 (再結合滓の拡がり)
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SD01 北端部は明確でないが,南端部では隅が円みをもっている。現状の長さは l m 55clll,幅 は

北側にいくにしたがい広くなり,16～ 42clllを 計測する。灰白色から黄白色に焼きしまっていた。

SK07 遺跡中最大の土坑である。長さ 2m63clll,幅 2m21cm,深 さ55cmで,床面は平坦である。

坑内には,鉄滓・ 鉄塊系遺物・炉壁が充満していた。床面は,底面の周縁一部が熱を受け濃赤色を

呈していたが,焼けは弱い。堆積土には,SK09と P15が掘り込まれていた。

SK09 サブ トレンチにより南側は壊してしまって

おり,現状では,半円形の端部しか残っていない。

幅70clll,深 さ25cllIで,底面は粘質土を張っており,

厚さは 6 cm程度である。

SK12 炉床掘 り方に直交する位置に掘 り込まれた

溝状の上坑で,西端は掘り方の壁につながっている。

長さ l m 43clll,幅 は27～ 53cm,深 さ22cmを計測する。

Pl 平面形は,円形で長径33clll,短径31cm,深 さ

は57clllを 計測する。

P15 北側はサブ トレンチにより壊しており,径27

第67図  北側排滓部上坑実測図
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第66図  SK05実測図
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clll程度の円形であったかと思われる。深さは20clllで ある。

Pll 平坦面の西側斜面の安山岩の脆い岩盤に掘り込まれている。いびつな精円形を塁し,長径30

cm,短径25clll,深 さは東側で10cm,西側で25clllの 浅いビットである。

P12 長径30clll,短径25clll,深さは,西側で23cmを計測する。斜面を「L」 字形にヵットして段状

に削っている。

8.1号 テラス
                 ＼

SX02の南に拡がる平坦面で,地山面の上に厚さ

25～ 28clll責褐色上を盛って築いている。長さ 3m80

cm,幅は最も広いところで 2mを計測する。

平坦面の北隅から北西にかけて「コ」字状の部分

が「島状」に熱を受けて,濃赤色を呈していた。ま

た,その直上には厚さ 3伽程度の濃掻色が張られて イ
_T_T_T_ィ _十

一 ― ― ― ― ― ― ― -lm

いるのが認められた。
第68図  SK12実測図
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第69図  SK07実 測図
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第70図  ピッ ト実測図

テラスの南端の壁面にはP3が ,東隅には「 L」 字状に掘り込まれたP4が認められた。 P3は

壁面が壊れており,掘 り方は明瞭ではないが,長径33ctll,短径32clllで ,ほぼ円形を呈している。 P

4は ,東側の掘り方は明瞭ではないが,現状で径40clllを 計測する。また,P3の 周辺から壁面沿い

に砂鉄の拡がりが認められた。

この下層20clllの 面から l m25∽ × l m 5 clllの ややいびつな正方形プランの範囲内で濃赤色に熱を

受けていた。

地山面は更に孤状にカットされ,また,その東側に同心円状に溝が掘り込まれていた。溝は,上

面の幅22～ 33clllで ,床面の幅 8～ 13clll,深 さは 7 clll前後で,南側にいくにしたがい低く下がり,地

山掘り方底面に至る。この外側に炉床掘り方がある。

また, 1号テラスの壁面から南側平坦面にかけて,地山を掘りくぽめた幅20～ 30clll,深 さ 4～ 8

clnの浅い溝が検出された。北側平坦面 (1号テラス)と南側平坦面によってカットされており,そ

れより旧い時期に築かれたことが考えられる。

作業場床面にも炉床掘り方に沿って弧状にめぐる溝があり,幅20～ 30clll前後,深さは最も深いと

ころで 6 ctllを 計測する。底面は谷側に向けて下がる。

9。 2号テラス

SX02の北側に拡がる平坦面で, 1号 テラスと同様に黄褐色土を盛り築いている。南北 3m60clll

東西 l m 40clllの広さである。平坦面の南端,SX02台 状遺構に接 して厚さ l clll程 度の濃橙色粘質土

が認められた。これは,台状遺構をはさんで 1号テラスと対称的な位置になる。
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濃橙色粘質土
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0                  1m

第72図  1号テラス実測図 (2)

-96-

第71図  1号テラス実測図 (1)



粘質上の直下の地山からは,熱を受けた痕跡が l m 5 clll× l m15cmの範囲で認められた。

また,平坦面の北端からは,南から北へ「 L」 字状に掘り込まれた土坑 。SK10が認められた。規

模は,南北80clll,東西60clllで 深さは40ctllで ある。

10.3号テラス

作業場北の山側斜面,作業面から約1.2cm高い位置に,斜面を「 L」 字状にカットして築いた小

規模なテラスが認められる。テラスは,底面で南北90clll・ 東西25cmの平坦面とその北側に接して等

高線に直交するように掘り込まれた土坑 e sK03と その周辺に位置するビット3基からなる。

平坦面の中央には,鉄塊系遺物 (以下、鉄塊)1点が置かれていた。鉄塊は板状を呈しており,

長さ48.5cm,幅 10～ 14.8cnで ある。鉄塊

の周囲は熱を受けて淡赤色を塁 してお

り,平面ツメ形で43× 40clllの範囲であっ

た。鉄塊の下には木炭粉が22× 18ctllの範

囲で拡がっていた。木炭粉の下には平面

精円形の長径23clll,短径16clll,深さHclll

の浅いビットが掘り込まれていた。ビッ

ト内には,木炭粉が詰まっていた。

SK03は ,平面の形は,上面でややい

びつな橋円形,底面は円形部分といびつ

〆
/

0                 1m

第74図  2号テラス実測図 (2)一 焼土面の拡がリー

第73図  2号テラス実測図 (1)

第75図  SKll実測図

-97-



な台形状の部分が連結したような形状を呈している。西側の円形部分はオーヴァーハングして掘り

込まれており,奥には木たが若千認められた。規模は東西 l m 10cm,南北66ctllで底面で南北95clll,

東西20～ 45clllで ある。深さは,西側で35clll,東側では 6 cm。 底面には,濃黄色の粘質土が堆積して

いた。 P5は ,平面の形が楕円形を呈しており,ほぼ垂直に掘り込まれている。長径43cm,短径35

clll,深 さは48clllで ある。P6は長径20cm,短径16clll,深 さHcmの浅いピットである。P7は ,SKo3の

北に位置し,ほぼ垂直に掘り込まれている。規模は長さ30ctll,幅 23cn,深 さは38cmで ある。 P7の

北東に隅円の長方形をなしており,南北48cm,東西27cm,深 さ15clllで ある。土坑およびビット内に

はいずれも地山礫を含む黄褐色土が堆積していた。

本遺構においては,木えを使       Ъ

用した火を伴う何らかの行為が

なされ,その後に,鉄塊系遺物

が置かれていた。鉄塊の周囲の

ビットの機能ははっきりとはし

ないが, P2・ P7は ,鉄塊を

挟んで相対する位置にあり,同

一の機能を有していたのかもし

れない。

第 3節 炭 窯 跡

(第81・ 82図 )

製鉄遺構の北西約15mの丘陵

/ヤ
/

m

斜面,標高467.5mに位置して  第76図  3号テラス実測図 (1)一 鉄塊取 り上げ前一
いる。炭窯跡は,調査前の表面観察で 1基の存

在は確認されていたが,調査の結果,新たに 2

基が発見された。発見llkに西側の窯を 1号 ,東

側を 2号,中間のものを 3号窯とした。また 2

号炭窯跡の 4m北からは,等高線と直交に掘り

込まれた大形の土坑・ SK01を検出した。

Nラ イン土層断面図をみると, 1号疲窯跡の

整地層 (第 43層 )は, 2号灰窯の上面に堆積し

ている。この整地層の上面に掻きだされた木威 第77図  3号テラス実測図 (2)一鉄塊取り上げ後―

″／７“　鄭剤�峨蜘叫蜘つ

1 濃責色粘質土層
(粉炭を含む)

I 黒色粉炭土層
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が拡がっていた。また, この整地層は黒

色粉炭土 (第 42層 )と混ざっている。こ

の第42層は 3号灰窯の焚き口から直線的

に延びて検出されている。このことから,

この木炭層が 3号灰窯跡に伴うものであ

ることが考えられる。この上層には 1号

戊窯跡に伴う木灰層 (第 40層 )が堆積し,

間層は認められない。また, 1号窯跡の

焚き口には自然石・炉壁が使用されてお

り, 1・ 3号灰窯間に掻きだされていた

が, 3号灰窯跡の堆積上の上位から出土

している。以上のことから,こ の戊窯跡

群は 2⇒ 3⇒ 1号の順に,次第に丘陵の

上位に築かれていったことがわかる。

いずれの炭窯跡も焚き回の前面に作業

場をもっており,B― B′ の上層断面図

のように 3号炭窯跡も窯を掘削した際の

第 6層 を谷側斜面に押し流して平坦面を

築いていた。

灰窯跡は,いずれも半地下式構造の炭

窯跡で,風化した安山岩のもろい岩盤に穿

たれている。ともに天丼部が大きく陥没し,

さらに焚田部や前庭部も破損しており,

外見上は古墳時代の横穴墓に類似している。

なお,構造の用語については石見地方

の最近の報告例を参考にしている(1ち

1.1号炭窯跡

製鉄遺構がある平坦面の北西約30mの

南向きの斜面に築かれている。この地点

の標高は468mで ,製鉄遺構からの比高

は7mを測り, 3基の中では最高所に位

卜/(IIテこ」
「
ド

P19

//千

膠

Ｌ

|

第78図  ピット実測図

イ

ヽ´

第79図 炭窯跡位置図

2号炭窯跡
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な台形状の部分が連結したような形状を呈している。西側の円形部分はオーヴァーハングして掘 り

込まれており,奥には木戊が若千認められた。規模は東西 l m 10clll,南北66callで 底面で南北95cm,

東西20～ 45clllで ある。深さは,西側で35clll,東側では 6 clll。 底面には,濃責色の粘質土が堆積して

いた。 P5は ,平面の形が精円形を呈しており,ほぼ垂直に掘り込まれている。長径43cm,短径35

clll,深 さは48clllで ある。P6は長径20cn,短径16cm,深 さ1 lclllの浅いビットである。P7は ,SK03の

北に位置し,ほぼ垂直に掘り込まれている。規模は長さ30clll,幅 23伽,深さは38cmで ある。 P7の

北東に隅円の長方形をなしており,南北48clll,東西27∽,深さ15clllで ある。土坑およびビット内に

はいずれも地山礫を含む黄褐色土が堆積していた。

本遺構においては,木炭を使

用した火を伴う何らかの行為が

なされ,その後に,鉄塊系遺物

が置かれていた。鉄塊の周囲の

ビットの機能ははっきりとはし

ないが, P2・ P7は ,鉄塊を

挟んで相対する位置にあり,同

一の機能を有していたのかもし

れない。

第 3節 炭 窯 跡

(第81・ 82図 )

製鉄遺構の北西約15mの丘陵

Sk04

-4618m―

性 す 十
一 ―
~~剃 m

斜面,標高467.5mに位置して  第76図  3号テラス実測図 (1)―鉄塊取 り上げ前一

いる。戊窯跡は,調査前の表面観察で 1基の存

在は確認されていたが,調査の結果,新たに 2

基が発見された。発見順に西側の窯を 1号 ,東

側を 2号 ,中間のものを 3号窯とした。また 2

号炭窯跡の 4m北からは,等高線と直交に掘り

込まれた大形の土坑・ SK01を検出した。

Nラ イン土層断面図をみると, 1号炭窯跡の

整地層 (第43層 )は , 2号炭窯の上面に堆積し

ている。この整地層の上面に掻きだされた木炭 第77図  3号テラス実測図 (2)一鉄塊取け上げ後―

O                   im

i 濃責色粘質土層
(粉炭を含む)

-4617m―
 _E′

漢
1,テ

::t与
:層
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1

2

3

4

5

6

7

8
9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20
21

22
23
24
25
26
27

暗茶褐色土層 (        〃       )
淡茶褐色土層 (指頭大から 5～ 7 cm角程度の角レキを多く含む )
茶褐色土層 (          〃          )
茶褐色土層
濁黄褐色粘質土層 (焼土を含む)
褐色粘質土層
8に地山角レキが混ざる
暗灰褐色土層 (粘性あり)
濁掲色土層 (  〃 地山角レキが混ざる)
責褐色土層 (  〃 )
濃赤色土層 (崩落 した窯の天丼材。部分的に還元状態を示す)
濁責褐色土層 (天丼材含む)
濁褐色砂質土層 (粉炭混ざる)
濁灰褐色土層 (  〃  )
明褐色土層 (天丼材含む)
黒色粉炭土層
濁黄掲色砂質土層 (粉炭が混ざる)
濁褐色土層 (天丼材含む)
濃赤色土層
灰黒色土層 (粉炭が混ざる)
濃肌色土層 (粘性あり)
24に地山角レキを含む
肌色土層 (指頭大の地山角 レキを含む。粘性あり)
26が濁る

濃茶色土層 (パサパサした土 )
茶褐色土層 (指頭大の角レキを多く含む)
暗褐色土層 (     ″

46ア5m

。粘性あ り)

28
29
30
31

32
33
34

35
36
37
38
39
40
41

42
43
44
45
46
47
48
49
50
51

路
― ―

十
一 ―

璃
甲

暗灰褐色土層
25と 同 じ
15と 同 じ

21と 同 じ
15と 同 じ

明栓色土層 (地山角 レキを含む。粘性あ り)
13よ り淡い

灰褐色土層 (粉炭をわずかに合む。角レキを合む)
責褐色砂質土層 (地山角レキを含む)
36に部分的に、橙色土が混ざる
暗灰褐色土層 (粉炭を含む)
暗灰責色土層 (  〃  )
黒色粉炭土層
暗灰褐色土層 (間層 )
黒色粉炭土層 (3号炭窯跡から排出された粉炭 )
黄褐色土層 (地山角 レキを含む。粉炭をわずかに含む)
茶掲色土層
黒色粉炭土層 (2号炭窯跡から排出された木炭 )
濃黄褐色粘質土層 (粉炭をわずかに含む)
茶褐色土層
濃黄色粘質土層
黒色粉炭土層
茶掲色土層 (粉炭をわずかに含む)
暗茶褐色土層 (粉炭を多く含む)

1

2

3

4
5

6

7

8

9

10

11

12
13

14

第80図 炭窯跡土層断面図

6と同じ
茶褐色土層
明褐色土層 (小 レキを含む)
黒褐色土層
茶褐色土層
濃茶色土層
黒褐色土層
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置する。

半地下式構造の灰窯で,主軸をほぼ東西 (燃焼室と焼成室の軸は一致しない)に置き,床面は水

平で,丘陵に直交するように掘り込まれている。構造は燃焼室と焼成室および焚口部からなり,平

面はこけし様の形状を呈する。規模は奥壁から後口部までの長さ (全長)は 3m75clllで ,前庭 (作

業面)は lm前後残っているものの,崩壊により大きさ,内容等は明瞭にできない。

燃成室は奥行き l m 50clll,幅 l m 14clllの 長方形をなす。奥行きの両隅は明瞭であるが,燃焼室側

は丸みをもち,奥壁・側壁と天丼部との界線は明瞭に表現されている。高さはス面から界線まで98

clllで ,ま た,天丼部までは奥壁部において l m 36clllを 測る。天丼部は奥壁付近のみ地山を削って半

球形を呈するが,その大部分は甲掛けとしていたと推定される。それは操業の後まもなく,奥部の

一部を除いて粘土塊が崩落し,床面に大量に堆積していることからも窺い知られる。

燃焼室は平面が胴張りをなし,長さは 2m,最 大幅 l m 40cmを測る。天丼部は全く残っていない

が,側壁の上方の地山カット面は燃焼室の奥壁付近から焚口部に向けて低 くなっており,天丼部も

そのように甲張りされていたと考えられる。なお,カ ット面の最も高い部分は床面から l m 40cm,

焚き口部では66clllで ある。

焚口部は幅76伽で,北側の袖には人頭大の野石を 2個積み上げ,周囲を粘上で塗り固めていた。

南側にも同様な石積みがあったろうが,現存しない。また,窯内と焚回の北側から野石と鉄滓およ

び炉壁がまとまって出土している。これは,焚 口部を塞ぐ時に使用されたものと考えられる。

煙道は奥壁の中央に床面に対して,ほぼ垂直に掘り込まれている。その平面形は幅45clll,奥行き30

cmの精円形で,高さは床面から地山を掘り抜いた煙突口までで 2m60cmを測る。 障子と称される

部分は,安山岩の割石を高さ90clllの ところまで 8個を積み上げ,その周囲に粘土を貼りつけて閉塞

している。最下部の石 (歯石)は ,断面がクサビ形を呈し,さ らに,幅30伽,高 さ 8 clllを測る排煙

口の両端には小さい石を 1個ずつ置く。これは窯内の排煙を調節するためのもので,操業効率に影

響を与える部分として重要である(2ち

窯内の各壁には加工痕が認められ,特に,北側の壁には明瞭に残っていた。焼成室の南隅では縦

方向に,燃焼室の北壁では上部が縦,下部が横方向で確認できた。加工痕は全て刃先が平坦な鍬に

よるもので,その幅は12callで ある。なお,壁面には煤状の炭化物が一面に付着し,床面も熱を受け

て淡い赤褐色に変色していた。

2.2号炭窯跡

1号窯の東側斜面に掘り込まれた半地下式構造の灰窯である。 1号窯との比高差は 3狙で, 3基

の内では一番下に存在する。全長 2m93ctllを測り,焼成室と燃焼室および焚口部からなり,中軸線
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2 茶褐色土層 (指顔大の角レキを多く含む )
3 皓謹推生Uζ(      ″       。糖 り)

4 奈帽色士雇 (しまりのな Dヽ
5 黄偶色刊旨(地山角レキよりなる)
6 褐色土層 (地山角レ■を多く斜め
7 褐色」駅 地山角レ■を含む )
8 6と 同じ
9 鉤 雹(地山角レキを多く合D
iO暗灰脅儀」琶
11 女桐こと層(搬 ～握り挙大の角レキよりなる)
i2 濁黄褐色粘質刊冒

i3 湧 執主」冒(粘性有り。地山角レ■わ蜆 きる)

i4 撤 3帖四 冒
15 肌a■層(ス井材 角レキわ蜆きる)
16 明措色」吾(地山角レ■を含と。粘世有り)
i7 濃赤0レキ層(jptし た地山角レ■よりなる)

18 畑 琶
19 黒色紛炭■層
知 灰黒色」訳粉炭わ蜆ざる)

2i却 g∝鞘おり)

0                       2m

第81図  1号炭窯跡実測図

-103-



上に煙道が今Jり 抜かれている。前庭部は焚田部に接する部分を除いて崩壊している。

焼成室の平面プランをみると,奥壁の北側隅は直角に掘られているが,反対側は隅丸状を呈し,

不整形になっている。規模は,奥行 l mlo釦 ,最大幅 l m 40cnで ,高 さは奥壁・側壁と天丼部との

界線までは l m 25clllを 測る。堆積土層中には粘土塊が多くあり,天丼部は全て甲掛けがなされてい

たと考えられる。

燃焼室は台形を呈し,奥行 lm,幅 50～ l m 20ctllで 焚口部に向かってすばまる。この窯は 1度改

修がなされており,北側の壁の大部分と焚口部は張り壁となっていた。また,その下部にある床面

には木威の粉が厚さ数cmで堆積しており,こ の事実を物語っている。

焚口部は幅50cmで,北側の袖部には人頭大の割石が 3個積まれていた。

煙道は,床面で奥行37clll,幅 38cm,上面で長径38cm,短径30clllの いびつな楕円形を呈する。床面

から上面までの高さは l m 98clllで 75° の傾きをもって, 1号窯の前庭部にある煙突口に至る。障子

部は 1号窯と同様に石を積み,その周囲を粘上で固めて閉塞していた。 しかし,残 り具合は悪 く,

石は数個 しか認められなかった。

築造時の加工痕は 1号窯と同様なもので,奥壁と北壁で確認された。

3.3号窯

1号窯と2号窯の中間に位置し, 1号窯の北側斜面に掘り込まれた半地下式構造の炭窯である。

主軸は 1・ 2号窯とは異なり,南北に置かれ,丘陵と平行となる。全長は 3m24cmを測る。平面プ

ランはとっくり形を呈し,焼成室と燃焼室の区別は他の窯と比べると明瞭ではない。前庭部は崩壊

している。

焼成室は燃焼室に比べると床面が 8～ 10ctll程低 くなっている。その部分の平面プランは不整形で ,

大きさは奥行き80ctll,最大幅 l m 20cmを測る。天丼部は燃焼室部分だけが残っており,その残存部分

は ドーム状となっている。床面からの高さは奥壁の部分で l m locm,最 も高い所で l m60伽を測る。

燃焼室は長さ2m45cm,最大幅 l m 20ctllで ,奥に長 く,南側焚口に向けてすばまる。天丼部は崩

落しているが,堆積土中にある大量の粘土塊より甲掛けがなされていたと考えられる。焚口は幅68

ctllで ,西側の袖部分には板状の石が 1個残る。

煙道は 1・ 2号窯とは異なり,中軸線に対し,直交する形で焼成室の東壁の中はどに到り抜かれ

ている。規模は,床面で奥行58clll,幅 30clll,煙突口で長径60ctll,短径58clllの 円形を呈す。床面から

煙突口までの高さは 2m,傾斜角70°。障子部分は石を使用せず,粘土のみで塞いでいる。

壁面の大部分は黒ずんでおり長期間の使用を物語っているが,中でも床面近くや障子部分の周囲

は煤状の炭化物が厚 く付着している。なお,築造時の加工痕は確認できなかった。
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4. SK01

2号汰窯跡の北 4mに丘陵斜面に位置している。等高線と直交するように掘り込まれており,平

面の形は隅円の長方形を呈している。規模は,東西 7m40釦 ,南北は 4m～ 4m50clllを 測る。

深さは西伐1で l m 6cn,東側で30cmを測る。床面は,西側にいくにしたがい高 くなり,約 30° の傾

きをもつ。横断面はU字形を呈しており,奥壁 (西壁)はほぼ垂直に削り整形している。また,土

坑中央部から西は 2段掘りになっている。坑内の堆積土は,基本的に 3層で,最下層の淡黄褐色土

は粘性を有していた。また,木面は淡赤色を呈しており,周囲の地山の色調とは明らかに異なって

いた。坑内からは,木灰片は全く出上しておらず,調査時の所見から,炭焼き等の作業がなされて

いないものと判断した。しかし,この遺構は灰窯跡 3基に近接した位置にあり, 2号炭窯跡の前庭

部とは標高も近 く同様に等高線と直交に掘り込まれるなど,関連性を考えることも可能といえる。

5.炭窯跡の年代

3基の成窯跡の構造を比較 してみることとする。

炭窯跡は 3基が近接して築かれていた。時期を示す遺物は全く出土していないが,土層断面図の

観察から2⇒ 3⇒ 1号炭窯跡の順に築かれたことが考えられる。

平面形態は, 2号灰窯跡はやや明際ではないものの,いずれも燃焼室と焼成室の空間を別にする

こと,焚 口に石を立てていること,煙道は地山をくりぬき,内面を粘土あるいは石をもって塞ぐ点

といずれも共通する属性を有しており, 3基が近い時期に築かれたことが考えられる。

次に 3基の築造規格についてみてみる。 1号戊窯跡は,全長は 2間 ,焼成室は, 5尺 ×4尺 ,高

さ 3尺。煙道部は,底面で奥行き3尺 ,出 口で 1尺,焚き口は幅 3尺をもって築かれている。 2号

灰窯跡も全長は 2間 ,幅は焚き口部で 3尺 ,焼成室奥で 4尺,障子で 5尺。煙道部の幅は 1尺であ

った。 3号灰窯跡は全長 2間 ,幅は焚口部で 2尺,焼成室奥で 3尺 ,煙道部は 1尺であった。以上

のように,いずれも2間を基準として築造されており,細部の規格こそ同一でないものの,時期的

な近さを裏付けるものといえる。また, 2⇒ 3⇒ 1号庚窯跡へという時間的な推移により次第に燃

焼室と焼成室の別がより明確になされるようになっている。更には,煙道部に「歯石」が用いられ

るなど,排煙の技術も発展している。ただ, 3号灰窯跡は,煙道部の位置が窯の肩口に造られてお

り,案内で木炭は充分に灰化したのか, という問題もある。

炭窯跡の時期だが,焼土を用いた熱残留磁気年代測定で,1号炭窯跡は1410± 15年・ 1800± 25年 ,

2号炭窯跡は1400± 25年 。1730± 25, 3号炭窯跡は1410± 10年・ 1730± 25年の数値がでている。出

土木灰を用いた
14c放
射性灰素年代測定では 1号灰窯跡はModern, 2号 皮窯跡は1420± 80年・

1440± 75年,3号庚窯跡は1440± 70年・ 1450± 70年の数値がでている。この両分析値を勘案すれば,
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4塾
B′

1 濃茶色土層
2_暗責褐土層 (粘性有 り)
3 2よ り明るい
4 灰褐色土層
(やや粘性有 り。地山角レキを含む)

5 濃黄～濃赤色 レキ層
(被熱 した地山レキよりなる。4と混ざる)

第33図  3号炭案跡実測図 (※網目は硬化した炭化物の範囲)
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3基の炭窯跡は15世紀を中心とする時期とすることも可能であろう。灰窯跡の構造からいえば,い

ずれも丘陵斜面に立地し,天丼部の全てあるいは一部にコウ掛けがなされており,煙道部の内面を

石で塞ぐ等,近世後半期としていたものと,良 く似ている。ただし,従来の調査例はいずれも年代

を決定する遺物は出土しておらず,自然科学の年代測定に依拠している。本遺構についても,年代

を決定する資料は出土していない。しかし, 3基の灰窯跡は製鉄遺構に隣接して位置しており, し

かも,極めて短期間に築かれている。このことは製鉄遺構との関係を強く示していると考えること

も可能である。この考えに立てば,こ の炭窯跡では「製鉄用の木灰」が造られていたことになる。

現段階で,年代およびいかなる用途の灰を作っていたのかを決定することは困難といえる。特に,

県内の調査例では製鉄遺構にともなう灰窯も検出されていない。今後の調査例の増加を待って再検

討を加えたい。

責褐色砂質土層

淡赤色粘質土層

淡責褐色土層 (粘性有 り、指頭大の小レキを含む)
〃   (や やかた くしまる)
〃   (パ サパサ した土 )

淡茶褐色土層 (指頭大の小レキを若千含む)

暗茶褐色土層

淡赤色粘質土層

濃黄色粘質土層

暗黄褐色粘質土層

暗茶褐色土 (指頭大の小レキを多く含む

部分的に暗灰色土を含む)

0                   2m
|

第34図  SK01実測図
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第 4節 遺   物
1.出土遺物 (第35図 )

1は ,南小口側の排滓部から出土した炉底滓である。幅は19.7cm,厚 さは8.7clll,重 量は2.5kgを

計測する。磁着度は●レベルである。全体にスカスカで軽 く,流動性も悪かったものと思われ炉外

からの刺突痕があり,炉外に流し出そうとしたものと考えられる。上面はほぼ平坦で底面はU字形

を塁する。図面の上端部は破面で,下端部はすぼまる形態を示しており,炉の小口は「舟形」にす

ぼまる形状であったと考えられる。

2は , 3号テラス上に置かれていた鉄塊系遺物である。茶褐色を呈し,長さ48.5clll,幅 10～ 14.8

cm,重量は6.5kgで ある。磁着度はLowレ ヴェルである。上面はほぼ平坦で,薄 く土が覆い,木炭

および木戊痕が認められる。下面は木灰および地山礫ををかみこんだ黄褐色の土が覆っている。中

心部は板状の鉄塊と思われるが,断面をみると,気泡が認められスカスカの感がある。鉄塊の厚さ

2.3号テラス上鉄塊系遺物
0                     20cm9           19Cm

第85図  遺物実測図
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は付着した土砂を除けば工5～ 2calである。

2.鉄滓

鉄滓・鉄塊系遺物とも中ノ原遺跡と同様に 2mグ リッドで採集し,大型磁石および特殊金属探知

機による分類に加え,表面観察による分類を行った。

鉄滓は総計で約3.2tにのぼった。このうち,流出津は約1.4t,炉内滓は約1.3tで非常に近い

値といえる。本遺跡については鉄滓捨て場の全てを調査したわけではないが,中ノ原遺跡の出土鉄

津のありかたと較べると大きく異なっていることがわかる。

3.鉄塊系遺物

鉄塊系遺物は鉄滓捨て場を中心に出土している。

Q
12   13  14

P

O

N

M

E

D

C

B

A

上 緻密質滓

中 多孔質滓

下 再結合滓

単位 :g

0                 10m

第86図 鉄滓出土量一覧表
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O

N

М

E

D

C

D

A

2 mm調整 特 Low
Low
Middle

Hi

酸化物

0              10m

第87図  鉄塊系遺物出土量一覧表

鉄塊系遺物は,こ のほか,SX02の 上坑状遺構内から986点 ,総量44kg出上 している。SX02出 土

鉄塊系遺物については,その全てについて計測 。計量を実施している。磁着度別では,☆が52点 ,

●が■4点でH,6kg,◎が98点で6.7kB,Oが 376点で16.2kg,△が296点で12.2kg出上 している。

4.鉄塊系遺物の形態分類

出土鉄塊系遺物のうち金属探知機に強く反応する☆ (特Low)レヴェル195点 について,形態分類

を実施した。ただし,SX-02の 52点については含めていない。

1-A類 砂鉄焼結塊。レヴェル☆には 1点も見られない。

1-B類 砂鉄焼結塊+軟鉄系鉄塊。 4点。2.1%。

2-A類 軟鉄～鋼系鉄塊生産時の荒割り。16点。8.2%。

☆
０
◎

○

△

りよ段上
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2-B類 軟鉄系鉄塊。42点。215%。

2-C類 荒害Jり をした鉄と滓の混合物。31点。15,9%。

3-B類 鋼系鉄塊。28点。144%。

4-A類  荒割り。銑鉄生産時の滓。10点。5.1%。

4-B類 銑鉄系鉄塊。40点。205%。

4-C類 銑鉄を作る生産時の鉄と滓の混合物。 9点。4.6%。

5類   含鉄再結合滓。 1点。0.5%。

炉壁   3点 。1.5%。

分類外  12点。6.2%。

1-A類  1(レ ヴェルO)力 こゝれに属する。外観は砂鉄粒状を残す部分が大半で,溶着し丸み

を帯びている部分はわずかしか認められない。木炭に囲まれていたものと思われ,部分的に木炭痕

がみられる。全体にはぎ取られたような外観を呈している。出土地は,いずれもSX02か らである。

また,炉壁の溶融部の表面および送風孔の周囲に生成 していることも確認された。

1-B類  1-Aよ りも還元が進行しており,黒褐色の鉄部分の周囲に滓がブドウ状から顆粒状

に見られる。また, 2～ 4 clll程度の大きい木皮痕が見られ,周囲を木炭に囲まれていたことがわか

る。 7・ 8及び 9よ りも, 2は還元が進んでおり粒状を呈する部分はわずかしか認められない。 2

-B類 との中間的な形態といえる。いずれも,下面ははざとったような外観を呈している。出上位

置は,わずかに鉄滓捨て場からも出土しているが,大半はSX02か らである。

2-A類  ややくすんだ茶褐色を呈し,側面および上下面とも割り取られた破面である。いずれ

も,重量感のある個体である。 2-Aか ら割り取られたのが, 2-C類 であろう。

2-B類  いずれも黒褐色を呈する鉄塊で周囲には 3～ 4 clll以上の木灰痕がみられる。木炭に囲

まれていたため,全体にいびつな形状を呈するものが多く,反 り返ったような形態のものが見られ

る。しかし,大きさに比べて重量感のある資料もみられ,金属鉄がまとまりつつあるあることがわ

かる。 1・ 2号テラスのほか,南北の排滓部,鉄滓捨て場から出土している。

2-C類  5 clll角 程度の塊状を呈した,手の平にすっぽりとおさまるものが多く,上下・側面と

も破面である。出上場所は,いずれも鉄滓捨て場である。

3-B類 法量に違いがあるものの,いずれも割り取ったような破面が認められるものが多い。

滓は蜂の巣を呈しており, くすんだ黒褐色をしている。表面には土砂が付着している。いずれの個

体も,滓に金属鉄が散在しているもので,大きさに比べて軽い感じがするものが多い。

1・ 2号テラスから1点ずつ出土しているが,ほかはいずれも鉄滓捨て場からの出上である。

4-A類 上下面・側面とも破面のものが多い。滓の破面をみると緻密で,色調も黒褐色を呈し
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光沢をもつ個体もみられる。

4-B類 外観が九みをおび球状を呈しているものや,棒状を呈している (70)も のがみられる。

また,64・ 73・ 74は端部が流動化し棒状に延びてぃる。灰素量が高くなり,銑鉄化している段階の

資料と考えられる。

4-C類  4-A類 と良く似ているが,滓のなかに鉄が流れ込んだもので,滓の占める割合が高

い個体である。78は ,緻密な炉底滓で断面は皿状を呈し底面には炉床粘土が付着している。部分的

に黒錆がみられ金属鉄が生成していることがわかる。そのほかは,いずれも幅 5～ 10卿程度の大き

さで,側面あるいは上下面が破面である。大きさに比べて軽い感じがする資料である。

5類 85の 1点のみだが,いわゆる「再結合滓」に相当する。木炭をかみこんだ黄褐色の上砂が

覆い,滓や金属鉄などが散見される個体である。小割り場の床面で二次的に生成 したものと考えら

れる。

このほか,炉壁の一部に金属鉄が生成している個体もみられた (写真図版49)。 このうち1701ま ,

1号灰窯跡の焚き口の閉塞用に使用されていたものである。

以上が,形態分類の結果である。 1類については,ほ とんどがSX02内 からの出土であり,意図

的に選別され土坑内に置かれたものと思われる。 2-A, 2-B, 2-C類 は,小割り選別作業の

工程のなかで生じた遺物差である。炉内に生成・成長した含鉄炉内滓のプロック (2-A)を 害Jり

取り,軟鉄系鉄塊 (2-B)や 鋼系鉄塊 (3-B)を 採取し,質の悪い部分等を廃棄した (2-C)

ものと考えられる。

この工程には,86点の遺物が属することになる。

同様に, 4-A・ 4-B・ 4-C類 も同一の小害Jり 選別作業で生じた遺物差と考えられる。還元

が進行し液状に溶融 した金属鉄 (銑鉄)を生産した (4-B)工 程であり,滓 と金属鉄の分離が悪

く,質の劣る合鉄滓は廃棄されている。この工程で生じた遺物は56点 になる。

2つの生産過程で生じた遺物の量比をみると,軟鉄～鋼素材に関連する遺物67%と ,本遺構では ,

軟鉄～鋼質素材鉄生産が主であったことが推定される。

5.炉壁

炉壁は,非常に残りの良好な資料が多量に出土している。これらについては,実測・計測を行う

べきではあるが,時間的な都合により整理の中心を鉄滓・鉄塊系遺物においたため充分な検討を行

えていない。現段階において,送風孔の痕跡を 2つ以上留めているものについてのみ,計測を実施

している。

93は ,製鉄炉掘 り方の西,SKllの 南から出上している。高さ35.4clll,厚さは18.5clllで ある。濃
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黄白色の炉壁で,内面は溶解し暗青灰色を呈している。下面側にいくにしたがい厚みがなくなり,

断面は楔形をしている。下面側にのみ部分的に粒状の砂鉄焼結部分が認められ,一部は垂れている。

このことからこの炉壁は炉の中位から下位にかけての部分であることが考えられる。また平面の形

がわずかにカーヴしすばまっていくことから,炉の小口に近い部分の炉壁と考えられる。

94は ,93と 同様に炉壁の厚みを留めている資料である。厚さは25.5～ 26clllを 測る。内面は,溶融

しておりその幅は 6 call程度,その外側は 2～ 3 cm程度濃橙色を呈している。

その外側は,淡黄白色,淡肌色を呈している。

95は ,送風子しを 3か所残している。上部が失われているため,傾斜角・ 水平角については計測で

きない。送風孔は内側に向けてわずかに広がっており,径 3 clllを計測する。心々距離は,それぞれ12.

3cm・ 9 5cmで ,炉の長軸中心部から端部にかけての炉壁と考えられる。

96は ,送風孔を 2か所残している。送風孔より下位は大きく内湾しており,断面は楔形を呈して

いる。炉内に成長 した合鉄滓プロックを割り取ったためと思われるが,かなり侵食されていたこと

がわかる。送風孔の径は,基部で 4× 3.8clll先端で4.1× 4.Oclllで ,ほぼ 4 clllの 円形であることが考

えられる。送風孔の傾斜角は-4.5° であった。心々距離は12 6clll。 水平角は87～ 91.5° で,ほば送

風施設の正面に位置するものと考えられる。

97は ,送風孔を 3か所残している。傾斜角は,中央部の送風孔の中心で-5° を測る。心々距離

は,それぞれ5。 8clll,8.9clllを 計測する。送風孔は,基部で 5× 3.5釦,先端で3.5釦 の円形を呈する。

厚さは現状で約26clllを 計測する。

98は ,平面の形が「 L」 字形を呈する炉のコーナーを留めた資料である。炉壁の厚みは15.5clllで

ある。短辺側には, 1か所だが送風孔を残しており,長辺側が炉の小口に相当することがわかる。

長辺側の内面・ 溶解部の表面には金属鉄 (Lowレヴェル)が生成しており,一部には割り取った痕

跡もみられる。これは送風孔からの送風に対応する位置にあたり、高温部であったことがわかる。

99は ,送風孔を 3か所残している。下面はほぼ平坦ではぎ取られたような外観を呈している。傾

斜角は,中央部のもので,送風孔の中心で-3.5° である。径は,基部で径3.8cm,先端は亀裂が生

じているが基部と同規模であったと思われる。心々距離は,いずれも8.3clllで等距離である。

100は ,送風孔を 3か所留めている。送風孔から,下位は侵食されてやや薄くなっている。送風

孔は基部で3.8× 3.lcm,内面側は亀裂のため正確な測定はできないが,径3.3伽前後と考えられる。

心衆距離は,それぞれ104と 10cmを計測する。

101は ,上部を失っているが,送風孔を 3か所残 している。送風孔の径は現状で約 3 ctllを 測る。

心々距離はそれぞれ9。 l clll,7.2cmを 測る。

以上,計測を行った炉壁について概述した。炉壁全体をみると,幅の厚いものが多く,ま た送風

-116-



孔の下位が大きく侵食されているものがみられた。また,送風孔は径が3.5cm前後と中ノ原遺跡よ

り,やや狭いことがわかった。

6.そのほかの遺物

このほかに,鉄斧 1点 と寛永通宝 5枚が出土している。

鉄斧は,基部から刃部にむけてバチ形に開く形状を呈している。刃部は錆のふくれが顕著で凹凸

が激しい。刃部先端の幅が5.7clll,基部で3.3× 4.Oclnの長方形を呈する。柄の表面には厚さ 3 1nlll程

度の黄褐色土が付着しており,木威もかみこんでいる。柄は木身が錆びにより凝固している。高さ2.

6clll,幅 4 clllの長方形をなす。また,上面の隅は面取りされたかのように丸みを帯びている。(3)

第 5節 ′〕ヽ  結
本遺跡の時期を決定する資料は出土していない。寛永通宝および鉄斧は出上しているものの,前

者は堆積土中からの出土であり,製鉄厚作業面に伴わない。鉄斧もまた、時期を明確にすることは

できなかった。製鉄炉は,焼土を用いて熱残留磁気年代測定を,木灰を用いて
14c放
射性灰素年代

測定を実施した。

製鉄炉は,熱残留磁気年代測定で1345± 10年の結果がでている。
14c放
射性灰素年代測定は, 3

カ所から採取した。本床状遺構内出土木灰は1420± 80年 (1440± 75年),西側溝内出土木炭は1370

±80年 (1380± 75年),SX02出土木炭は1340± 80年 (1360± 75年)と いう結果であった。

この結果からは一応14～ 15世紀のなかで位置付けておきたい。

1.遺構

炉の地下構造は,いわゆる「本床状遺構」とそれに平行に掘られた「小舟状遺構」からなるもの

であった。そして,こ の「本床状遺構」の直下には炉壁を積み上げ,周囲は盛り土をして叩き締め

て築いたマウンドがあり,炉壁は基底部では列を構成していた。炉壁を地下構造に並べている例と

しては,新潟県北沢遺跡の 1～ 3号炉がある。しかし,「本床状遺構」「小舟状遺構」をもちその地

下に炉壁列をもつ例は本遺跡が初例である。これは,「近世高殿たたら」における「床釣り構造」

に通ずる要素といえる。また,こ の炉壁列は「近世高殿たたら」でみられるいわゆる「坊主石」あ

るい|よ「笠石」と呼ばれている排水施設の初源的形態といえる。

「本床状遺構」と「小舟状遺構」の両方を備える「製鉄遺構」としては,広島県大矢遺跡 (4上

石神遺跡 (5ち 矢栗遺跡 (6Ⅲ 若林遺跡 (7Ⅲ 岡山県田淵 1号遺跡 (8Ⅲ 島根県隠地 2号炉 (9オ 下大仙子

遺跡QO,下稲迫遺跡 (11ち 清造山遺跡 (1め,が ある。このうち,大矢遺跡は地山面に本床に相当する
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施設および小舟に相当する溝を掘り込んだ構造で,他の遺跡とは様相を異にしている。なお,「本

床」および「小舟状遺構」は,掘 り方内部に粘土張りによる壁を立ちあげその内部に床を張って本

床としている。この内部の本床と掘り方との間に空間ができ,それをもって側面からの湿気を防ぐ

「小舟状遺構」としている。本遺構は,炉壁を配列する段階で,すでに「本床」と「小舟状遺構J

の別が意識されており、極めて規格的かつ計画的に築炉がなされていることがわかる。

自然科学の年代測定では,石神遺跡,隠地 2号炉に近い数値が得られている。しかし,「本床」「小

舟状遺構」の下部構造としての炉壁敷きによる「床釣り状遺構」は製鉄技術の発展した形態といえ

る。近世高殿たたらへの発展過程の空白段階を埋める資料と考えられ貴重である。

次にSX02だが,こ れは近年送風に関連すると考えられている遺構である。SX02は ,土坑状遺構

の床面が整地された後に,木灰と火を使う作業がなされていた。また,最終的には炉内生成物から

選別して回収した鉄塊が一部に生成している砂鉄焼結塊の置場となっていた。これは,いずれもこ

の遺構の本来的機能ではなく,機能を終えた後に行われたものと考えられる。地山は,壁面はほぼ

垂直に加工されており,床面は炉側に向けてせりあがる。これは中ノ原遺跡とは部分的に異なる形

態といえる。しかし, これがどのような送風装置の変化に伴う痕跡であるのかについてはさらに今

後の検討課題としたい。

3号テラスに意図的に置かれていた鉄塊については,祭壇様のテラスに置かれていることから,

初ノロあるいは初銑の可能性が指摘されている。分析の結果は炉内で生成した,ねずみ鋳鉄であっ

たが,き わめて祭祀的要素の強いものといえるだろう。

2.遺物

鉄塊については,中ノ原遺跡と同様に形態分類を実施した。☆レベルは195点 であったが,こ の

うち,H6点が軟鉄から鋼系生産時に関わる遺物で,56点が高炭素の銑鉄材生産時のものであった

と推定された。これは,本遺跡においては,鋼系・銑鉄系の両方が生産されていたが,前者に比重

が置かれていたことが予想できる。これは,滓の重量でみると,わずかに緻密質滓の方が多いが ,

ほぼ近い数値がでていることからもわかる。すなわち,本遺跡においては,含鉄炉床滓プロックか

ら握り拳大の軟鉄～鋼系を割り取っていたものと思われ,あわせて銑鉄も作っていたと考えられる。

炉の上部構造についてみる。炉壁は大量に出土しており,炉形復原できる貴重な資料も多い。し

かし,整理作業を時間的制約から鉄塊中心に行ったために,い まひとつ検討があまいかもしれない。

観察を行なった炉壁についてみると,送風孔の径は,ほぼ円形を呈しており,送風孔の形状は径3.

5～ 4 cm前後である。また,全般に炉壁は幅の厚いものが多く遺存している。これは,可能性とし

ては当初からかなり厚 く造っていたこか,操業時間が比較的短かったか,生産された鉄種に影響さ
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れる吹き方の違いがあったのか,のいずれかの為と考えられる。

また,炉底滓から,炉の幅は20911前後で,端部はすばまる舟形であったことが考えられる。また ,

炉壁も小口側に向けてカーヴする形状のものがみられることから首肯される。しかし,炉のコーナ

を留めているが,小口側にむけて「 L]字に屈曲している。あるいは,片側小口のみ舟形にすぼめ

た形状を呈していたのかも知れない。

以上をまとめると,本遺跡は,地下に非常に丁寧なつくりの保温・防湿のための構造をもち,築

炉は極めて規格的に行なわれたことがわかる。また,生産していた鉄は,軟鉄～銅系鉄塊と銑鉄系

鉄塊でその量比はわずかだが,軟鉄～銅系鉄塊の方が多かったことが予想された。
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(1)島根県教育委員会「十字セ ド遺跡」『中国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財調査報告書』―Ⅱ-1985年

(2)島根県文化財保護指導委員 杉原清一氏よりご教示頂いた。
(3)島根県文化財保護指導員 杉原清一氏より原材料の木割りに用いられたものではないかとのご教示を頂いた。
(4)古瀬清秀・潮見浩「広島県大矢製鉄遺跡」『たたら研究』第25号 たたら研究会 1983年

(5)『石神製鉄遺跡』(財)広島県埋蔵文化財調査センター 1985年

(6)潮見浩編『中国地方製鉄遺跡の体系的研究』 1983年

(7)広島大学考古学研究室1992年調査。河瀬正利氏のご教示による。
(8)河本清「田淵1号製鉄跡発掘調査報告」『岡山県埋蔵文化財報告』9岡山県教育委員会 1979年

(9)杉原清一『島根県横田町隠地 。炉垣内製鉄遺跡調査報告』横田町教育委員会 1983年

(10)杉原清一ほか『島根県横田町下大仙子遺跡発掘調査報告書』横田町教育委員会 1985年

(■ )広島大学考古学研究室・瑞穂町教育委員会1989年発掘調査。河瀬正利氏のご教示による。

(12)(■ )と 同じ

-120-



第 7章 小

今回,発掘調査を実施したタタラ山第 1遺跡と中ノ原遺跡の両遺跡を比較検討 し,小結にかえる

こととする。

今回の調査では,鉄製錬の工程で生じた遺物について,可能な限りその全てを回収,解析するこ

ととし,出土遺物 と出土遺構の両者から本遺跡のもつ性格を検討することとした。

2つの遺跡とも,非常に良好な状態で製鉄遺構を検出しえた。製鉄炉の地下構造も異なり、また前

章で述べたように, 2つの遺跡間では生産されていた鉄種傾向もかなりが異なることがわかった。

最初に遺構についてみることとする。

遺構について,大きな課題となるのが送風関連遺構である。いずれの遺跡も土坑状遺構と台状遺

構を有していた。大きく異なるのは,土坑状遺構の床面である。中ノ原遺跡はほぼ平坦でわずかに

炉側にいくにしたがい低くなるのに対して,タ タラ山第 1遺跡は逆に炉狽1に向けて高くなる。また ,

南側平坦面より検出したSX00も ,平面形は中ノ原遺跡のそれに似ているものの,炉側に向けて床

面が高くなっている。このSX00は ,中ノ原遺跡とタタラ山第 1遺跡の中間的な形態といえる。こ

れは,送風装置の変化の痕跡と考えられる。送風関連遺構については,不明な点も多く今後の検討

が必要と考えられる。

炉床地下構造を比較すると,中ノ原遺跡がいわゆる「本床状遺構」のみの簡易な形態であるのに

較べて, タタラ山第一遺跡は「本床状遺構」と「小舟状遺構」とその地下に築かれた炉壁列を備え

ており,よ り入念で複雑な構造に変化している。地下構造の形態から中ノ原遺跡⇒タタラ山第 1遺

跡の新旧関係が一応想定される。いずれの遺跡とも考古学的に年代を決定する良好な出土遺物がな

いが,自然科学側の年代判定もこの新旧関係と矛盾するものではない。

2つの遺跡で生産されていた鉄種が異なる要因としては,①時期の違い②原料の違い③炉の形態

および送風の違い④二人集団の違いなどが考えられる。このなかでは,特に,①が大きな要因であ

ったと考えられる。それぞれの遺跡で鉄生産がなされた時期の政治的・社会的背景などにより,需

要の多い鉄素材が異なっていたものかもしれない。②については,いずれも大野川流域に位置して

おり原料は川砂鉄が想定される。また,③は炉壁の詳細な検討により空気供給のありかたをやや異

にしていることがわかるものと思われるが,充分な検討を行なえなかった。

『Ⅱ―自然科学編』において,両遺跡の遺構 。遺物について総合的な検討を加えて「まとめ」と

するので,それを参照されたい。

結
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‡中ノ原遺跡 鉄塊系遺物☆レヴェルー覧表
挿 図
番 号

与員
番 号 麟 出 土 地 重 量(D 分 類図版 厚  さ

40--16 1 N― a-4 9 85.89 4B―⑤

N― a-4 119.01 4B―⑤

N― a-4 20.28 4B―⑤

40-17 4 N― b-4 79.96 4B一⑤

N― b-3 153.38 4B―⑤

N― b-3 25.11 4B―⑤

7 N― c― (-1) 30 5 479.47 2-B

40--18 231 N― d― (-4) 8 14.26 4B一⑤

N一 e 252.64 2-B

G-10 39.91 4B―⑤

40--20 11 G-10 28.14 4B―⑤

I-4 35.68 4B―⑤

40--19 」-8 67.89 4B―⑤

40--21 266 」-10 91.05 4B―⑤

268 J-10 22.00 4B―⑤

274 J-5 34.66 4B―⑤

45--57 」-5 8 28.98 分類外

40--23 」-10 70.91 4B一⑤

J-2 728.23 2-B

45--58 K-6 18.43 分類外

K-5 4B―⑤

341 K-4 141.41 分類外

45--60 345 K-6 52.35 分類外

40--25 K-10 53.69 4B―⑤

373 K-8 118.18 4B―⑤

40--24 K-8 62.42 4B―⑤

38-8 K-6 39.58 4B―②

40--22 K-6 35.63 4B―⑤

41--33 389 K-6 40.60 4B―⑤

38-4 K-5 534.30 4B―①

402 N― z-2 142、  70、 46)
38、  31、  15う

532.21 4B―⑤

41--26 L-3 47,72 4B―⑤

L-3 34.06 4B一⑤

L-4 132.42 2-B

45--61 L-6 50.43 分類外
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揮 凶

番 号

票
版
与
瓢 番 号 弾 出 土 地 重  量(g) 分 類

由 さ

L-6 173.66 分類外

L-7 39.86 4B―⑤

38-6 L-7 188.43 4B一②

L-7 120.63 4B一⑤

45--59 L-7 39.82 分類外

45--63 L-7 55.44 分類外

462 L-7 170.10 4B一⑤

39-15 L-7 11.71 4B― ④

L-7 123.60 分類外

41-34 514 L-7 99.05 4B―⑤

38-7 L-7 68.91 4B―②

41--28 L-8 30.68 4B―⑤

41--27 539 L-6 24.89 4B― ⑤

41--29 549 L-7 13.19 4B―⑤

41--30 L-9 8.3氏 4B―⑤

596 L-7 133 33 2-B

L-7 137.07 分類外

620 L-7 29.70 4B―⑤

633 L-7 24.56 4B―⑤

K-7 44.89 4B一⑤

45--62 L-7 25。 97 分類外

L-7 45.68 4B―⑤

41-31 677 K-5 20.74 4B一⑤

L-7 204.56 2-B

38-9 L-7 87.76 4B一②

687 L-5 118.56 2-B

L-9 112.62 4B一⑤

L-7 182.87 2-B

38-5 17 702 L-7 144,92 4B―①

703 L-7 212.77 2-B

L-6 353.71 2-B

87--2 L-5 490.59 2-B

45-… 64 712 L-7 89 41 分類外

717 L-6 33.59 4B一⑤

41--32 L-7 18 33 4B―⑤
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図
号
挿
番

真
版
事

劉 番 号 翡 出  土  地 、十      追ぎ (IIIn
重  量 (g) 分 類

岳  さ 南

L-7 643 43 2-B

L-7 500 92 2-B

746 L-7 528 25 2-B

748 L-7 438 52 2-B

L-7 339 42 2-B

L-8 580.17 2-B

L-7 820.68 2-C

754 M-8 12.98 4B― ⑤

42-36 M-8 17 87 4B―⑤

M-8 29 45 4B―⑤

42--37 M-7 30 20 4B― ⑤

M-7 16 39 4B― ⑤

38--10 774 M-6 70 87 4B― ②

775 M-6 172 90 2-B

776 M-7 119 78 4B― ⑤

42--38 777 M-9 105 27 4B― ⑤

38-― ll M-8 49 42 4B―②

M-8 262 15 2-B

38--12 N-8 177 88 4-B②

21--76 808 I-3 13.30 4B― ④

832 S― i-6 15.40 4B― ⑤

S一 h-6 137.09 4B― ⑤

42--35 849 S― g-6 11.86 4B― ⑤

862 S― f-6 22 05 4B― ⑤

S-1-6 19 02 4B―⑤

42--40 874 S― g-6 73.00 4B― ⑤

879 S― h-6 23.87 4B― ⑤

42--41 S― c-12 99.19 4B― ⑤

896 S― h-6 17.63 4B―⑤

42--44 Pit 8 17.67 4B― ⑤

42--39 Pit 8 32.78 4B― ⑤

921 Pit 8 1〕 12.35 4B― ⑤

42--42 Pit 8 12.70 4B一 ⑤

43--48 Pit 8 25.54 4B― ⑤

42--43 105 」-10 35.65 4B一 ⑤
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図

暑

真

肺
写
同 番 号 遺物番号 出  土  地

曇  (lm
重  量(g) 分 類

長 巾

Pit22 120 585 67 4B―⑤

Pit 8 17 27 4B―⑤

951 Pit22 1,055 49 2-C

39--14 不 明
1霰
lttlR釜 14B―廻

38-13 不 明 99 93 4B―②

43--50 957 J～ K-10 269.22 4B―⑤

43--49 」～ K-10 125.03 4B― ⑤

43--45 979 N-10 4B―⑥

43--46 炉床 内南東区 39 95 4B―⑤

1005 不 明 376.73 2-B

44--66 1006 不 明 21.04 4B―⑤

21--65 1008 L-8 3,400 00 2-C

21--66 1009 L-8 2,000.00 2-C

37-- 1 1010 L-7 200 3,000.00 2-C

44-53 1019 L-7 88.33 4B―⑤

1030 L-6 561 73 2-B

1036 M-13 140 41 2-B

44--52 123 1037 M-13 32 78 4B―⑤

1038 K-3 187.43 2-B

43--47 1040 K-7 16.37 4B―⑤

1051 K-7 136.36 4B―⑤

37-3 127 1054 K-7 259.66 2-B

1055 K-7 153.12 2-B

44-54 1069 不 明 24,75 4B―⑤

1084 L-9 434,95 2-B

44-51 1092 不 明 17.39 4B― ⑤

44--55 132 1093 不 明 67.55 4B―⑤

-125-



連 タタラ山第 1遺跡 鉄塊系遺物☆レヴェルー覧表
一番

具
版
与
図 番 号 瞬 出 土 地 重 量(D 分 類さ

ユ 6 H-10 95.11 4-B

2 7 26.95 4-B

3 102.28 2-B

4 116.74 2-C

5 456.25 3-B

6 42.00 分類外

7 55,33 2-B

8 17.37 4-B

9 3 H― H 168.11 2-C

8 72.65 2-B

46.18 4-B

932.19 2-A

143.83 2-B

48-84 78.34 4-C

50.02 2-C

l I-10(本 床内 ) 43.94 4-B

2 92.25 2-B

72.25 2-B

4 65.08 2-C

48.93 2-B

1 I-11(作業面上 133.03 2-C

131.04 2-B

l J-9 141.33 2-B

4 66.16 分類外

347.83 3-B

l J-10 204.25 2-B

117.02 2-B

l K-10 411.39 2-A

107 300.61 4-B

47,73 2-B

1 L-2 209 96 2-B

47--56 l L-10 123 348。 19 4-A

2 42.12 分類外

1 L-11 50.46 2-B

48--33 2 L-12 72.09 4-C
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斎凶
番号

写 具

図 版
番 号 麟 出 土 地

一塁 重  量(g) 分 類
RE

3 L-12 185 04 3-B

5 25.64 4-B

91.87 2-B

48-82 67.15 4-C

3 L-13 120 28 2-C

4 161.13 2-B

48.27 2-B

47-54 413 82 4-A

101.99 4-B

M-10 132 381,96 4-B

1,357 89 2-A

1 M― H 26.39 2-B

2 205.92 2-C

4 110.23 2-B

7 49 83 2-B

M― 」
168.61 分類外

45-11 88 34 2-B

969.67 2-A

317.05 2-C

2 M-12 100 152.31 2-C

7 275.33 3-B

964 31 2-A

372.75 2-A

45--12 68.99 2-B

72.53 2-C

132.82 3-B

94.40 2-C

121.40 3-B

140 1,044.27 2-A

186.00 2-C

48--60 39.01 4-B

47--47 91.41 3-B

45--13 53.05 2-B

430 14 2-C

48--61 75.39 4-B
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膵図
番号

写 具

図 版
番 号 酵 播 号 出 土 地 重  量(g) 分 類

長 さ

48--62 l M-13 34.02 4-B

2 196 74 2-C

48--81 3 112.81 4-C

45--14 8 26 84 2-B

48--80 M-13 25.09 4-C

45--15 M-13 86.43 2-B

M-13 288.60 4-B

48--63 M-13 86.00 4-B

M-13 222.02 2-C

45……16 M-13 237.69 2-B

48-64 M-13 15.36 4-B

48--65 M-13 246.31 4-B

47--57 ユ N-10 199 860.39 4-A

N-10 423.39 2-A

48--66 N-10 66.66 4-B

45-18 N-10 131.46 2-B

45--17 N-10 122.64 2-B

46--31 2 N-11-1 532 89 2-A

48--67 3 N― H 357.05 4-B

47--46 4 N-11 262.61 3-B

48--79 5 N― H 66 67 4-C

48--76 6 N― ■ 4-C

48--68 7 N-11 118 34 4-B

45--19 8 N― ■ 196.23 2-B

45--20 2 N-12 104.26 2-B

N-12 137.03 1-B

N-12 90.39 2-C

45--21 N-12 41 71 2-B

47--55 N-12 361.91 4-A

48--70 N-12 269.94 4-B

47--47 N-12 124 51 3-B

N-12 260.87 l一 B

49--89 N-12 1,800.39 分類外

45--22 N-12 329.63 2-B

105 N-12 185.03 分類外
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凶
号
眸
番
与 具
図 版

番 号 孵 出  土  地 重  量(g) 分 類

47--48 N-12 105 37 3-B

N-12 102.29 2-C

49--87 N-12 172 2,019.48

46--30 N-12-2 477.25 2-A

1 N-13 161.61 2-C

46--29 N-13 159 1,461 45 2-A

45-23 N-13 53.15 2-B

47--49 N-13 172.93 3-B

45--24 N-13 141.97 2-B

48--69 N-13 122.59 4-B

46--28 N-13 440.17 2-A

N-13 113 356.84 1-B

47-50 N-13 242.53 3-B

48-71 N-13 37.56 4-B

48--72 N-13 46.23 4-B

48--73 N-13 110,71 4-B

48--77 122 N-13 22.59 4-C

123 N-13 233.43 4-A

48--74 N-13 85 28 4-B

125 N-13 60 89 分類外

48-… 75 126 N-13 72.82 4-B

46--27 127 0-12 598.54 2-A

45--25 0-12 92.33 2-B

11 0-12 290.61 分類外

47-51 0-12 145.61 3-B

47--52 0-13 307.50 3-B

46--44 132 0-13 77 67 2-C

46--43 133 0-14 55.36 2-C

47--53 0-14 113.03 3-B

46--42 135 0-14 227.43 2-C

11 0-14 204.02 3-B

137 0-14 72.70 3-B

138 0-14 85.00 分類外

1 P-12 41,96 2-C

45--26 P-12 186.69 2-B
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図

号

拝

番
与 具

図 版 番 号 鰺 出 土 地
計 IIIn)

重  量(g) 分 類長  さ 南 厚 さ

6 P-12 254.81 3-B

7 P-12 259 28 3-B

8 P-12 22.16 4-B

P-12 164.88 2-B

2 P-14 924 72 2-A

5 P-14 102 27 3-B

8 P-14 135.45 3-B

46--41 17 P-14 172 80 2-C

45-2 P-14 30 42 2-B

46--40 35 65 2-C

206 21 3-B

152 126.79 3-B

46--39 153 51 32 2-C

103 81 4-B

155 34.23 4-B

111 842.44 3-B

274.52 4-A

48--78 158 南側排滓 1,755 23 4-C

45-3 3 155 60 2-B

6 91.18 4-B

46--38 7 68.73 2-C

46--37 162 8 147 86 2-C

46--36 9 2-C

106.93 4-B

46--35 271 09 2-C

248.60 1-B

689 54 3-B

2,072.ll 4-B

133 65 3-B

49--90 170 1 1号 炭窯前庭部 135 125 2,800.00 分類外

46-34 Sl-8 234.20 2-C

172 339.15 4-A

4 本床 内 459.54 4-B

17 82 4-B

46--33 175 ″ (南 西区 ) 184 03 2-C
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璽雪| 写 具関 肝 番 号 鉾 出 土 地
計 (EIn

重 量(D 分 類
岳  ド さ

45-4 176 本床 内 77.57 2-B

4-B

45-5 55 43 2-B

45-6 73.62 2-B

32.32 4-B

本床下 112.83 分類外

本床内 178.59 4-B

l R-463 1,215,98 3-B

49--86 184 不 明 198 2.500.00 炉壁

49--85 187 3,800.00 炉 壁

49--88 186 不 明 3,000.00 炉 壁

炉床西小舟 354.44 4-A

4 不 明 93.90 4-B

46--32 不 明 125.22 2-C

190 不 明 17 176.11 3-B

47--58 不 明 762 02 4-A

192 不 明 50.02 分類外

不 明 1,044.58 2-A

47--59 R-388 276.17 4-A

N-9 75.00 4-B

45-1 200
5X-OZ
W ― AR

71.55 1-A

45--7 293 56-69(d) 60.36 1-B

45-8 56-57(d) 150.32 1-B

45--9 189-1
くVV, 144.00 1-B

45--10 S K02 102 470.37 1-B

合 計 59,639.92g
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i号池土層断面図 (東南より)
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1号池木樋検出状況 (北より)

簸
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盤
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木樋検出状況 (蓋石取り上げ後)
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2号池 (北東より)



図版 4
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2号池石組み暗渠 (南より)
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炭窯跡 (西より)



炭窯跡煙道部分 (南より)

図版 5

〔寺 ・V・ ■

煙道部分完掘状況



中ノ原遺跡図版 6

調査前 (東から)

調査終了後 (東南から)


